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Abstract: The Quarternary System in whole Shikoku, with special correlation to those il! the

Noh-bi Plain near Nagoya City, and both the areas along the Akugawa River near Shirahama

Spar of Wakayama Prefecture ａｎ(!near Kumano∇of South Kii Peninsula and Awaii Island of

Hyogo Prefecture, as well as Kitakyushu City in NorthしKyushu, Tamanaでity of Kumamoto

Prefecture in Middle Kyushu and Izumi Plain in South Kyushu, has been studied and compiled.ヶ

And the correlations among t励ｍしwere reported and the origins of their geology and topography

with glacial eustacy and neo tectonics were discussed. They are summarized asﾚfollows:

　　Ｌ＼The Shikoku district from view points of its topography, is divided into three regions of

　1 ) North Shikou(A = whole Kagawa Prefecture ａｎｄ｡Ehime Prefecture subdivided into three

parts;(B=Toh-yo, Eastern　Part ・ C = Chuyo, Central　Ｐａ･rt ・ D = Nan-yo,Southern Part)∠2⊃

Central /Shikoｕ:(E=the Motoyama Basin, northern part ofトKochi Prefecture,∧and F=whole

Tokushima Prefecture. 3 ) South Shikou(Kochi Prefecture卜subdivided into three pant･ｓ;

(G=Southeastern Part, Muroto Peninsula・H=Central Part･I = Southwestern Part, Ashizuri

Peninsula)･..‥‥‥‥‥＝　　士　＜　　＼　　　　ト　　　十　･.　・･..･･.・.・　･..・　･.･　　　　.･　..･.・　･.・　　・．

　2 . The Quarternary System in the wholむsurveyed areas is①divided in ascending order as

ｆ０１１０ＷＳ:TheEarly Pleistocene is Pre-Terrace deposits forming hill areas, and the Middle one is

of the HighφΓTerr･ace deposits. The Late Ｐ!eistocene is consisted of two Terrace deposits form-

ing the Middle and Lower ones. And the Holocene System forms the wide A11ﾘﾀﾞial Plains mainly

along each river, with some exception of tｈｅＨＯ!ocene Terraces. Almost these Formations are

叩wly defined and described by the writer as his previous studies≒with his colleagues.　△

　4.……The Late Pliocene………toEarly Pleistocene strata of the Pre-Teriヽace Formations existing

mainly on hill areas of ｂｏ曲 along the Seto Inland Sea and the Pacific Ocean of Shikoku, as well

as in several intra-mountaineous basins of West Shikoku of Ehime Prefecture where those are

spottedly distributed. They are composed of mainly gravels and sands intercalated sometime

with muds and tephra with plants fossils and pむlien indicating√cool temperature.

5. The MiddleﾄPleistocene is composed 6f the Higher Terrace deposits which consist of
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-■■　■

non-marine terrac叩, and they are ratherコscarce. They……=叫縦∧面11れly万……made……!jp of reddish brφwn

corroded gravels:.十＼＼　　　‥‥‥＼‥　‥‥‥万……………:………:ljﾚ……………ﾚ…………＼………＼………=j………………………＼………………………

6 . The Late Pleistocene is composed of theﾆＭ･iddle and Lo:晰け皿柱りes deposi臨.＼･The former　へ･

consists of mainlyりon-marine and partly marineﾚ如皿如叩ﾉ威)面ﾚ如φし……Pres･回り.･t coast･lines. They

are co・posedφf mai�y semi-coボjded gravels and sandぐr晦･會avels ofよｎｏ昿両面inむterraces are

subrounc!ed tｏ.･仙･bangular ones, whileコthoseが:面面ine terraces are叫brounded to ･well rounded

beach ones. The Lower terraces deposi知面ｎ雨t……φJlf一万･=･ma･ir

＼7ぺThe Holocene st･rata
･mainly

make the JAlluvial Plains along many六戸Ｖ面S√ａｎｄｿthey are ＼

composed of three sedimentary faciesmaking

at the 1φｗｅｒ･part,finerりnes at the middle

some case, the Holocene Terra:ｃｅｓｿ!aref

叩くcycleSI!ch as:!ower coarser facies

白面ねer one at theﾄupper paΓtレＯｎ･

　8. Al! these strata il!ｗho!e Shikou including those in the

southern parts of the Kii Peniれsula, and the Ｎ:ohbiﾚ珂=組皿)面面･

centraトand･southern parts of Kyus!iｕ，・

犬8L……The formational history of these

6f:Hyogo Prefecture。as

well as northern-,

sedimeねtary〉places a!ldこ

neo-tectonics with references tｏ言!acial eustacy√ｹﾞ……二八,j……＼十∧………1…………ｿ…………十ﾉ……………………　＝……

△9 . To su姐up, the mo･st characteristic features are:The Late Pleistocene to Early Pleistocene

〕strata are distributed mainly ａ･tb･ｏthｹcoast sides of七加ﾚS峠oﾄ回面d………Se･ａ･..･tO･the･north･，ａ.皿1:the

Pacific Ocean:to the south。 However, some st姐晦=ﾕ4拍………di£

or ponds or Pa!eo-Lake犬such as in Ehime Prefect皿（異叫（=ﾚ斗=i初恥√those are〉onceﾚ面fined as

"Intra･mountaineous Basins"犬by Mitusio (1985)ｿﾞ]…………:……＼ニ………………=………1…………十……＼白‥‥　‥‥　‥:……………

ダAnd the Higher te･rraces deposits arむcharacteや1:?9.Q･4.･by･･一一tねereddi･sh･.･l

are distributed rather restricted areas。 八面in theﾄMiddle terr面臨ﾉ心面sits are characterized by

tbeトmarine sed面己nts difinりd as the”Paleo-Tosaﾚ糾:ｼﾞjﾀﾞ町如映ressionﾚ”，ﾉ”Paleo-Biingo-Suido

Straits･Transgression” and"PaleoﾄKii-Suido Straits]Transgress畑酸･, while the others･昨（･non-

marine deposits mainly distrib･uted a10ねg main r･ivers.･y

terizりd by thd!uvial sedimer

along main rivers･.　十　　　　　　　　　レ　　　……………………………ﾉ………＼ト‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

キーワードご四国＼九州∧紀伊半島犬濃尾平野ト淡路:島 …………第四紀☆第四系………環境Jダ.先段丘＼高位段

丘＼中位段丘し低位段丘▽沖積段丘∧しｽ.i･中I･積平野ﾉﾉ=……I･:=……ﾄ……………:･…………=…………

　…………………………Ｉ　　　……万……は＼じ◇め……jに……万…………ｹﾞ∧=…………にﾚ::=………Jﾚｿ…………………＼1……f…………ﾄ=………:レ………j………

ダ環境とは自然環境と人工環境とに大きべ±2分さｿれるﾚが万,::=.･j.万I前.者::.･の･.･j自.･然環境としでは地質時代におけ

る水陸分布の変化,コすなわぢ,丿日海岸線の変化に象徴さｿれるﾚ古地=理の変遷で:あくる1………こ方，後者の人

工環境どは，j=第=四紀と呼ばれるこ約詣o万年前から現世ま＼Tか画地質時代以降に特に顕著に現れた√人

類による自然改変め力.が大き＼くなうた特殊な時代々ﾉあ丿=4…………j.:j.･こ.･.･.れ･,らI:.4ま･主...と=し=て考古学め分野で人類活

動の諸遺跡米遺物なﾉどと……して解明研究されでき犬丿]………こjれ:゜らめ:水陸分布の変化に象徴される自然環境

の変化√特に√=第四紀にお甘ﾚる環境の変遷が本総括り主要]なテ十プヤノあ/る./…………ダノ………………

これらについて
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省九州農･政局に在職していた畏友，古川博恭博士(現昭和地下工業副社長)から，西九州の熊本県

玉名市付近の第四系の調査に誘われ，また，農水省によって当時行われていた有明海の大干拓計画

に関して，有明海研究グループが結成されていて，筆者もそれへの参加も勧誘された．これらが契

機となり√当時は現世海底堆積物を研究していた筆者にも，第四系の研究の重要さが理解された．

そして，古川博恭博士と共に，九州大学理学部研究報告に｢熊本県長洲町付近の第四系｣の調査報

告を行なった106)更に，地団研専報として，｢有明海・不知海の第四系－特に，有明粘土についてー｣

と言う単行本として出版された109)十　レ＼　　　＼　　　し　　　∧　‥

　その直後の1966年になって，九州大学大学院を修了後に高知大学に赴任して直ちに，高知市周辺

の第四系を調査してレそれを高知大学学術研究報告に記述することになjつためである80)それ以後

に引き続いて，海底堆積物の調査と水熱処理による｢続成学｣の創設の長期実験124-132)と兼ねて，

陸上の第四系の調査も開始した．これらは主として高知県を中心に調査してきたもので，第四系の

調査は現在にまで至っているが，四国の他の濃尾平野・南部紀伊半島・淡路島・九州などの各地域

における調査結果をも報告してきたのである．　＼

　これらのうち，四国各県で第四系全体を総括した主要なものは，農水省中国四国農政局に転勤し

ていた古川博恭博士からの依頼によって水理地質図の調査を始めて，当時はアフリカのナイジェリ

ア大学客員教授に赴任する以前の1972年にまず．香川県水理地質図の調査結果を公表した9).更に，

筆者が米国南カリフォルニア大学の客員研究員に出発する前の1977年には，高知県水理地質図の刊

行ができた叫また，日本地質学会が高知大学において開催された1977年にはレそれまでの.室戸半

島方面の第四系調査結果をまとめて巡検案内を行った82)84)86)そこで，それまで言われていたいわ

ゆる中・高位段丘はもっと古いものとした．また，｢日本の第四系の国際対比｣の総研が始まった

際には，四国の第四紀層についてそれまでの総括を行った3) 4)更に，四国各地の第四系の調査を

進めてきて, 1990年には第四紀総合研究会のシンポジウムが高知大学で開催され，室戸半島方面の

第四系を総括したっいで, 1991年には日本第四紀学会の総会が高知大学において開かれ，｢四国

の第四系｣について，それまで(?)結果を報告し，重要な物部バリアを定義した≒し同時に，足摺半

島方面の第四系についての巡検案内も行った95)

　しかし，その当時までは愛媛県の第四系に関するデータが不足していたので，愛媛大学の鹿島愛

彦教授・高橋治郎教授と共に，｢西部四国，愛媛県め環境地質｣のタイトルの元に研究を進めた．

その結果，その15として愛媛県における第四系の総括を鹿島愛彦教授と共に，同教授の退官記念号

に報告した25)-39)しかし，その総括までにおいては，中四国の徳島県下の第四系に関するデータが

不足していたので, 1991年から精力的に同県の第四系を調査することにしたのである．そTこで，残

りの中四国，徳島県の第四系を特に中心にしてこの総括を行うものである．徳島県下では水理地質

図4°)の刊行の後に，前述のように，筆者ほかが主要な７本の河川沿いに積極的に調査を行ってい

る41)゛48).これらの報告では，徳島県南部の福井川･I/桑野川流域の最近の報告において，同県下の第

四系は相互に対比されてそれらの全貌が明らかにされている．ここではそれらの総括について簡単

に述ぺるものである．

他方では.筆者は四国地方の第四系を明らかにしつつ，九州においては前述の中部九州の熊本県

玉名市付近，また，北部九州の北九州市・福岡市周辺や南部九州の出水平野・阿久根市付近を調査

した．また，四国東方の兵庫県淡路島の西南部付近120)更に，南部紀伊半島の白浜付近及び安久川

などにおいても第四:紀の環境変化を検討して報告してきたIll) 112)119)更に，東海地方の濃尾平野付

近についても，古川博恭博士や中村純高知大学名誉教授と共に調査して報告している113)

　また，筆者は考古学方面の調査・報告も行ってきて57)58)いわゆる胎土分析と呼ばれる土器の化

学分析の成果についても述べている59)また，最近では出原恵三氏と共に，高知県全域の後期更新
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図１．西南日本における主要調査地域

　Ｎ，濃尾平野付近　Ｋ，東部紀伊半島　Ｋ'，西部紀伊半島　Ａ，淡路島西南部　S，四国全体(図２以下参照)

　Ki，北部九州(北九州市)　Ｆ，北部九州(福岡市周辺)　Ｎａ，中部九州六(熊本県玉名市付近)　I，南部

九州(出水平野・阿久根市付近)

世と旧石器・縄文・弥生の各時代の総括も行った68) 69)また，旧石器・弥生時代の人類が洞穴を生

活に利用していることや，風化・変質作用の解明にも関連七て高知県下の洞穴についでも報告し

た51)63)67)70)

　一方，自然環境の諸変化は大気圏・岩石圏・水圏・生物圏の相互作用であり，この方面からもそ

の16まで報告してきたし，また，実験室的にもその23部まで解明しできた102) 127)128)130)-132)これらの

報告は堆積物のサイクルあるいは一生を取り扱う過程のうち，続成学(地層・堆積岩が構成される

過程)を創設する一連の試みであり，これらは第四系と関連して過去の旧海岸線と旧河川水路の形

態を解明して考察する必要もある．十　　　‥　　　　　　　　　　　　　　＼

　他方，土佐湾付近を中心として，海底下の地質も調査してきて，第四紀における変化も検討して

きた2 )52)54)56)83)92)124)-126)129)　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　以上の諸成果を元にして，現在までのこれらの総括として，筆者が行ってきた陸域と海域から読

み取られる第四系の対比とその環境変遷史の諸結果について述べるものである．

　　　地形概要

　この章では調査地域における地形の概要について述べる．　　ト

　本総括における主要な調査地域は西南日本外帯に所属しており，東海地方の濃尾平野付近から紀

伊半島南部及び淡路島にわたり，更に，四国島全体から九州の福岡県・熊本県・鹿児島県にわたっ

ている．そして，これらの地域の主要部はいわゆるフォプサマグナ以西の西南日本に所属している．

また，これらの調査地域のうち，西南日本の内帯に属七ているのは３箇所で，濃尾平野付近，及び，

淡路島・四国の香川県（後述のＩＡ）及び愛媛県の東予（ＩＢ）である．その他はすべて西南E1本

の外帯に属しているのである．　　　　　　　　　　　尚十　　　＼
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　まず，主要な調査地域の濃尾平野付近ではその南方に伊勢湾があり，また，その西南方には紀伊

半島がある．そして，この紀伊半島を挟んでその西方に淡路島が存在し，その北東方は大阪湾に，

また，その西方には播磨灘がある．また，その西方に四国島があり，この北方は瀬戸内海に，東方

は紀伊水道があり，また√その南方には土佐湾から太平洋に連続している，更に，その西方には豊

後水道を隔てて九州島が存在している．この九州の西部には広大な有明海があり，更に，この南方

には，宇土半島が不知火海を隔てているレこの不知火海南部の鹿児島県下の出水平野付近と阿久根

市付近とを調査したのである（図１）．　　　　　つ　　し　　　　　　　　っ

　西南日本では主として，ほぼ南西～北東から東西方向の地質構造線に特徴づけられていて√これ

らによって地形も規制されている1）.つまり，河川系と完新世（沖積）平野は図１に示すような方

向に発達しているレそしてト主要調査域の四面島は図２のようjに代表される．すなわち，四国島で

はほぼ東西方向の地質構造線に特徴づけられ，北方から，西南日木内帯の領家帯と三波川帯との境

界の中央構造線を隔てて，外帯は三波川帯・御荷鉾緑色岩類から秩父累帯・四万十帯と続いている．

そして，四国における主要な河川系は図/2のようになっており，地形に行政区分を加味して北・中・

南に３区分し，更にそれぞれを２～４地区に細分した．北四国の香川県下（１Ａ）では高松川・香

東川・財田川などのように，南の阿讃山地からほぼ北流して瀬戸内海に流出する河川系で，流路は

短いのが特徴である．また，北四国に区分している愛媛県では約15地域の河川沿いを調査した．す

Ｉ　Ａ

図２．四国の主要河川系及び沖積平野分布図

　実線は四国を南北に区分した際の北・中・南四国の大区分で，ロー･マ字はその細区分．

１．北四国：Ａ；香川県　Ｓ，高松（讃岐）平野　Ｂ；愛媛県東予　Ｔ,頓田川　S0,蒼社川　Ｃ；愛媛県中予

　訂，松山平野　SI，重信川　Ｈ，肱川　Ｄ；愛媛県南予　I，岩松川　Ｍ，松田川

２．中四国：Ｆ；高知県北部吉野川上流域の本山盆地　Ｅ；徳島県　Ｙ，吉野川中・下流域　Ｔ，徳島平野

　Ａ，鮎喰川　S，園瀬川　Ｋ，勝浦川　ＮＡ，那賀川　ＫＵ，桑野川　Ｆ，福井川

３．南四国：Ｉ；高知県南西部　ST，四万十川　Ｈ；高知県中央部：Ｋ，高知（香長）平野　ＮＤ，仁淀川

　ＭＲ，物部川バリア　Ｇ；高知県南東部　ＮＨ，奈半利川
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なわち，東予寸IB）では瀬戸内海に流出する河川系は蒼社川・頓田川などである．またレ豊後水

道に流出している河川系は，中予（１Ｃ）では松山市を貫流する重信川がある．南予（１Ｄ）では

県下最大の肱川が特異な形態を示している．すなわち，最上流の宇和盆地から流出し，反時計廻り

に流れて大洲市付近から豊後水道に流出していくるレ更に甫方では，/御荘付近では僧都川や高知県最

南西端と愛媛県を流れている松田川などがみられる．また，四万十川の愛媛県側における上流には

広見川がある．一方，中四国の徳島県（２Ｅ）では，高知県北部不:2F）の本山盆地を含めて，主

に７河川流域を調査した．ここでは四国最大の吉野川があるが，この上流域は高知県北部の本山盆

地（２Ｆ）であり，徳島県（２Ｅ）の山城町・池田町付近で屈曲してほぽ直線的に東流し，紀伊水

道に流出する．最後に，高知県では約15地域を調査したレすなわち√東南部（３Ｇ）では奈半利川

など以外には大きyな川がないが，中央部（３Ｈ）では物部川・鏡川=や仁淀川などがあ芯．西南部

（３Ｉ）では，長流路を持つ四万十川及びその支流の中筋川などがある．なお，高知県最南西端の

松田川は前述のよIうに，愛媛県の南予（１Ｄ）で述べている．　　　　　　犬

　一方↓四国と本州との関連では，淡路島を経て近畿地方の中央部においてもレ中央構造線の南方

では四国と同様の地質帯の累帯構造が続いている．そして，紀伊半島の東方から伊勢湾が展開し，

その周辺の陸上部北端付近に濃尾平野がある．　　　　　　　　　犬

　さて，これらのうち，南四国の高知県では太平洋に続く土佐湾に=よって囲まれた陸域である（図

２）．その南方は太平洋に而しており，湾岸の総延長は約240kmもある．両岬を結ぶ直線距離は約12

0kmもあって，これに直交する奥行きは約60kniあって，内湾度は0.50開口湾である．湾入深度は約一

900mの深海湾で，湾と言うよりむしろ，ガルフと呼ぶべきものであが2) 54)56)83)I22)-126)129)そして，

土佐湾の陸棚は平坦面がよく発達し，四国の陸沿岸から南海舟状海盆（トラフ）に向かって発達し，

この陸棚の約70％が水深100m以浅の部分によって占められているﾚ＼陸棚外縁の水深は120 一 170 m

で，そこから西方または北方向に発達している．なかでも√陸棚の幅については，北東部の陸棚に

対して南西部のそれは約３倍もある．これに対して，中四国の徳島県では紀伊水道に而して，そこ

では陸棚の200m水深線は，紀伊水道の人口付近の室戸岬付近から紀伊半島南部の和歌山県沖合い

にある123)また，西四国では豊後水道がありにそこでは陸棚の200 m水深線は高知県の西沖合いに

あって，九州に連続している．他方，北四国の香川・愛媛両県の北方は瀬戸内海に而しているが，

その主要部の水深は－40mであり，極めて浅いのが特徴である．

　また，淡路島においては，北西部の兵庫県六甲山地め延長にも相当し，北東一南西方向の脊梁山

地がみられ，これは淡路島南東部の先山山地あるいは津名丘陵（標高約550 m以下）であり，付近

は約250－200m前後の標高である．また，紀伊半島の和泉山地の紀伊水道を隔てた東西方向の延長

部に相当する脊梁山地は同島南東端の諭鶴羽山地（標高約600m以下）を主体とする地域である．

　更に，九州地方では脊梁の九州山地が北東方から南西方向に続いている．そして，調査地域の北

部九州では豊後水道北部の周防灘に面している．また，福岡市周辺では広大な筑後平野が展開し，

北方は海の中道と呼ばれる砂洲によって志賀島に連結して，これが博多湾を囲づている．また，中

部九州の玉名市周辺では中部有明海105)の東方に而している．更に，南部九州では熊本県・鹿児島

県に面した不知大海の南部に位置し，その南方の阿久根市付近の西＼方は東シナ海゜）に直接面して

いる．

　　　　　　　　　　　犬　　　　　第四系の概要＼　　　‥‥‥‥‥I　　　　　　　犬

　これらの調査地域の陸上部では山地・丘陵・段丘・沖積平野からなっているが，これらの地形を

構成する諸地層は次のような地質時代からなっている.犬すなわち=,……後期鮮新世を含めて前期更新世
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の諸地層は山地の１部と丘陵にみられる．また，中期・後期更新世の地層群は数段の段丘地形を形

成している．更に，低い方では完新世の地層（沖積層）が各地において広大な沖積平野を形成し，

ごく１部は沖積段丘を形成しているが，これらについては次章で述べる．

　さて，四国に分布する先第四系の基盤岩類の地質系統は，前述めように累帯構造が特徴であり，

中央構造線の北方に位置するものが西南日本内帯の領家帯である．そこには主として花肖岩・花尚

閃緑岩・石英斑岩などの領家帯花肖岩類からなっている．また，その南方には，主として酸性火砕

岩類からなる白亜紀の泉南層群，及び，彿岩・砂岩及び頁岩の互層からなる白亜紀の和泉層群であ

る．一方，外帯では北部から主に三波川帯の変成岩類・御荷鉾緑色岩類及び中部は秩父帯，更に，

南部は四万十帯白亜系・古第三系に特徴づけられる53)　　　　　　　犬

　これらの基盤岩類の上位に，後期鮮新世一前期更新世の先段丘である諸地層群が不整合にのり，

あるいは，断層で接している．これらの諸地層群は湖沼成堆積物あるいは河成堆積物であって，砂

裸層や泥層からなり，１部には凝灰岩も含まれている．また，大型の植物遺体や花粉化石などを含

んでいる．

　更に，これらの先段丘の諸地層群や基盤岩類を不整合に覆って，段丘地形群を構成する地層群が

のっている．これらめ段丘地形はふつう数段みられ，中期更新世の高位段丘及び後期更新世の中位

段丘・低位段丘である（図３Ａ－Ｄ）．これらの先段丘や諸段丘を構成している地層群は，主とし

て半固結あるいは未固結の砂牒層であり，これらは一般に薄く，また，堆積物を欠く浸食面のみの

場合もある．なお，これらの諸地層については大部分は筆者らが新定義したものであるがに中期更

新世の高位段丘Ｈ（場所によっては，Ｈ工・Hn),及び，後期更新世の中位段丘Ｍ（場所によっ

ては，ＭＩ・Ｍｎ）・低位段丘Ｌ（場所によっては，ＬＩ・ＬＨ）である．これらは図３Ａ－Ｄに

分布を示している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　また，沖積平野は完新世の=沖積段丘層ＡＩ，及び，Ａの沖積平野からなっているが，これについ

ては次章で述べる.

　/次に，各地層の記述は紙数の制限のために，四国を中心にした第四紀層について簡単に記述する

が，詳細は各文献を参照いただきたい．また，四国以外の調査地域につても対比の章のみで述べる

ので，詳細は各文献を参照いただきたい．

　ここでは四国では各地域ごとに述べる．すなわち，１）北四国その１ ，香川県，２）北四国その

２，愛媛県，３）中四国，徳島県，及び√高知県北部本山盆地，４）南四国，高知県の順番に述べ

る．また，前述した図２のように，１）北四国では，香川県はＡ）全県，愛媛県はＢ）東予・Ｃ）

中予）・Ｄ）南予）と３分し，３）中四国では■）ｹﾞ徳島県全体・Ｆ）高知県北部の本山盆地，４）

南四国の高知県でもＧ）東南部・Ｈ）中央部・Ｉ）西南部と３分して述べる．

　次に，各地域の時代ごとの地層について，古い時代から新しい時代の順番に述べる．すなわち，

Ａ）前期更新世（１部は後期鮮新世の構成層を含む）＝先段丘構成層Ｐｒｅ－Ｔ，Ｂ）中期更新世＝

高位段丘構成層ＨＴ，Ｃ）後期更新世＝中位段丘構成層ＭＴ，及び，低位段丘構成層ＬＴ，沖積平

野Ａ（１部は沖積段丘の構成層ＡＴを含む）である．これらの地層群について，各県における最も

代表的な層序表を中心に簡単に概説する（表１Ａ－Ｄ）．

　１．北四国その１，香川県全体（ＩＡ）

　ここでは全体的な総括1 )7)10)U)や部分的な記述12）･17）があるが，全県を総括した満塩・古川（19

77）9）により，表１八の層序表で簡単に説明する．

ａ）前期更新世（１部は後期解新世構成層を含む）＝先段丘構成層, P r e-T

ニこれは三豊層群（分布高度①20（卜100m√層厚約100－50m）が代表である．これを構成する地
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図３Ａ．四国における先段丘構成層(Pre-T)の分布　　　　．･･．･･　　・．．・．　　　・・

北四国（香川県）：ｋ１，三豊層群　ｋ２，焼尾峠裸層　　　　　＼　　　　十　　　　＼

北四国（愛媛県）：ｅｌ）岡村層, e2)郡中層, e3)八倉層, e4)上倉層, e5)すすきが原層, e6)高野子

　層.　ｅｌ）興野々層, e8)水分層, e9)大道層elO)横吹層), ell)大久保S, el2)一本松層, el3)御内層

中四国∧（高知県北部・徳島県）：ａ１）土柱層群, a2)南谷層レa3）ト管蔵層, a4)黒田峠層　　犬　‥

南四国（高知県）：ｔ１，藻津層, t2,踏陀層群, t3,里川層, t4,万々層, t5,久保沼井層, t6,芸西層群，

　ｔ７，櫨山層, t8,舟場層, MR,物部川バリア

図３Ｂ，四国における高位段丘構成層（ＨＴ）の分布　　　　　　　　　　　△　　　　∧　　　　　　　　＼

北四国（香川県）：ｋ１，高位段丘構成層　　　　　　　　　　　　　　　大

北四国（愛媛県）：ｅ１）古谷層, e2)玉川湖層, e3)高位段丘構成層, e4)双海層, e5)大江層, e5')襖

　鼻層, e6)神越鳳ｅ７）瀬問行層, e7')太田層,タ８）中成層, e9)杭≫, e9')日の浦層, elO)延川層，

　ell)桜層, el2)清水層, el3)上芋地層, el4)影平層, el5)橋上層　十　　　　　‥　犬

中四国（高知県北部・徳島県）：ａｌ）吉野層ａ２）中西層（小島層・井出口層), a3)大埜地層, a4)八多

　層, a5)櫛渕層　ａ６）黒田層　ａ ７）福井層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

南四国（高知県）ト：ｔ１，弘見層,t2,新田層, t3,小舟層，ｔ（二城山層, t5,琴平層, t6,久礼岩層
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表１Ａ．四国の第四系層序表，その１，北四国（香川県）

　　　　　　　Ａ）　香　　川　　県　　全　　域

地層名　　　　岩　　　　　　　　相

第

四

紀

家

世

　　　　　上部

　沖積層中部

　　　　　下部

心
　低位段丘

　　構成層

心

　中位段丘＊

　　構成居

心
　高位段丘

　　構成潜

心
　最高位段丘

　　構成層

　(焼尾峠層)

心
　　　　　↑

　三　上部層

　豊

　層　下部層

　群

汽ﾀﾞブル

万万…………

-●､･.11･●ふ
;戦,濯ぐ

天
才ドソ

こ?゜｀どぐ､貼

犬上

ﾀ九回

･ゝ●･t､1゛tf｀
桧;

…

…;

､

う

引付

ｙ四万

; ≪, , ■o

ぷ爪づ

゜､Qyか

所天

詐言

七三

lj/､ODへいり、

t･輛･、S，･.
す硲げ

で｡ぺか･リ

こふ八ご

ぐ辿こ

＼ si Vぷ:､岬。

上部＝砂律層

中部＝シルトー粘土層

下部＝砂律暦

分布高度:50－100m　層厚:10m

砂律層．小律一中律　角律状

分布は広大

分布高度:80－50m　層厚:30-10m

下部は砂律層．上部は砂泥互層．

小律一中律．角棒状．最上郡は

クサリ律　分布は極めて広大

分布高度:200－100m　層厚:20－10m

砂律層．小磯一中棒．亜角襟状．

上部はクサリ律　分布は局部的

分布高度:350－300m　層厚:50－20m

砂律層．小律一中律．亜角棒状．上部は

クサリ律．かなり局部的分布

分布高度:200－100m　層厚:100－50m

砂律層．小律一中律　亜角律状

上部はクサリ律．分布は広大

更

新

世

後

期

中

期

前

期

第

－一
一
紀

箭
世

後

期

＊瀬戸内海の海底では，海成の大槌層（本座・加賀美・奈須, 1970) V火山灰

33

層群は財田層・山本層・福田原層・アーコース傑層・焼尾層の５層に区分したle)しかし，この調

査域は西方に限られており，しかも，最上位とされた焼尾層は別物とすべきである．従って，県全

体からみれば下部層・上部層となり，最上部はクサリ裸層となるが,この層群は主に砂篠・砂・シ

ルト・粘土層からなる9）.本層群からは数枚の火山灰層，及び，象化石のＰａｒａｓt,ｅｇｏｄｏｎ　ｓｕgi＾fa-

心�やMetasequoia･Liquidambarなどの花粉化石も産する．　ト　　　　　　　ノ

　また，最高位段丘構成層としては焼尾峠層（分布高度；350－300m，層厚約50-20m)がある．

これは主として砂裸層からなるが／三豊層群には不整合にのっている．なお，これを三豊層群に含

める説もある．

ｂ）中期更新世＝高位段丘構成層, HT　　　　　十

　これは高位段丘構成層（分布高度; 200-lOOm,層厚約20－10m）であり，主として赤褐色のク

サリ磯からなる4) 5) 9)　　2　　　11　－　　　　　　　　　　　　　　･･

ｃ）中期更新世＝中位段丘構成層, MT

　　この中位段丘構成層（分布高度；80－50m，層厚約30－10m）は県下に広くみられる．

ｄ）中期更新世＝低位段丘構成層,‥ＬＴ：　　■■　■■■■■　■　　　　　■　■■　　　　　■　　　　■■　　　　　■

　これは低位段丘構成層（分布高度；50－10m，層厚約10m）であり，この層は砂裸層からなって

おり，その分布は広大である．



34 高知大学学術研究報告　第50巻(2001年）=………=自然科学編

表ＩＢ．四国の第四系層序表，その２，北四国（愛媛県）

　北東部
東・中予

東南部

　南予
岩　　　　　　　相

第

四

紀

姦

世
　沖　　手

皿

　低位段丘
　堆積物ｎ

皿

　低位段丘

　堆積物Ｉ

心

　中位段丘

　　構成物

皿

　高位段丘

　　構成物

心

　八倉層

皿

　　岡　郡

　　村　中

　　層　層

ｌ　　　層

四

大

　清中
　重角
　層層

四

　高内＊
　野ノ双
　川浦海
　層層層

四
　上影

　芋、，
　地平

　層層

皿

　横一
　弓

　層層

四

　大大
　べ

　層層

①

‘｀･､js ･･'がﾉ
⊃

☆

り｀｀

c
Q｀･

上

回

皿

f ｽｻ1

三

9酒y､Q｢

､j泄､ぺぐ!｀

言

皿
⑤

洽丿

言

好

］

下部（粒粒相）→中部（細粒相）→

-→上部（粒粒相）の堆積サイクル

層厚：約40m

更

新

世

後

期

一

中

期

一

前

期

極めて局部的．分布高度:50－10m層厚：３

ｍ十新鮮砂棒層･泥層．雑色巨棒一編棒

分布高度:250－40m　層厚：５ｍ

新鮮砂棒層･泥層．雑色新鮮．漂棒一綿棒

かなり広範囲に分布

分布高度:40－20m層厚：10m.各地に分散

黄褐色半クサリ棒層．１部泥層･火山灰内ノ

浦層にDｒ叫･Tegulaなどの

貝化石

分布高度:120-40m　層厚：10m.各地に

分布．赤褐色クサリ棒層．１部火山灰．大部

分は不整合，１部スラスト

分布高度:130－30m　層厚:100m十

扇状地棒層．１部砂泥層･火山灰

(最高位段丘棒層/古期扇状地棒層)

代表；郡中層＝分布高度：３０－５ｍ　層厚:

250 m十．上部＝棒卓越層．中部＝棒粘土互

層．下部＝粘土シルト互層. 1.9士0.7Ma.

植物遺体ニMetasequoiaヽPicea･Sty lax淡

水貝化石= Unio･Anodo几ta第

一一
一紀

Ｅ 後

期

＊海成層を含む 高位段丘構成層はクサリ裸を含む．Ｖ火山灰　の貝化石

　２．北四国その２，愛媛県（Ｉ Ｂ,ヽＤ）　／　　　　　∧‥‥‥‥‥‥‥∧　　　　……

　ここでは全体的な地質図19)-23)が５編出されているが，大縮尺であるために√各地層の詳細は不明

である．しかし，これについてはそれぞれの記述25}-39)が行われ↓主要な15地域の第四系を調査して，

満塩ほか（2000）が総括した24)そこで，表１Ｂでは愛媛県東部し･中部の東予・中予を代表とした

層序について簡単に説明するレ　　　　　　　　尚　　　ニ　∧.=j.･.･　　　　･.1………=　　　　　つつ

ａ）前期更新世（１部は後期鮮新世構成層を含む）＝先段丘構成層, P r e-T

　これは郡中層・岡村層・八倉層など代表である．郡中層（層厚約250 m十）は，下部から粘土・

シルト卓越層，裸・粘土互層，棟卓越層の３部層になる．粘土層からMetasequoiaぷｓ晦＆・

Piceaんoribai・ＳりΓa% obass面面ｓなどの植物遺体やびかｏ廠阿即ritiferusト.〕/χ加面nta wooぶ飢α

などの淡水性貝化石も産する．また，含有されている火山灰のＦＴ年代は1.9±0.7Maが得られて

いる．次に，岡村層（層厚50m十）は主として砂傑層で，１部は泥層からなる．植物遺体は郡中層

とほぼ同様に, Metasequoia・Piceaなどを含む．一方，南予では大道層・大久保層などがあり，
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これらは泥層や砂律層からなる．　　　　　　　　　　　　　　十

　また，八倉層（分布高度180－50m，層層厚約100m十）は最高位段丘あるいは古扇状地律層とさ

れ，大小さまざまな粒径の律層からなり，１部に砂泥層や火山灰層を含む．一方，南予では横吹層

やｰ=本松層などがある．　　　　　　　　　　　　六　っ　・．・･･．･・　　　　　．･

ｂ）中期更新世＝高位段丘構成層, HT

　これには東予・中予では高位段丘構成物（分布高度120－40m，層厚10m）があり，これは赤褐

色クサリ律層で，１部に火山灰を含む．また，南予では上芋地層・影平層などがある．

ｃ）後期更新世＝中位段丘構成層, MT　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　……

　これは東予・中予では中位段丘構成物（分布高度40－20m，層厚10m）で，黄褐色の半クサリ律

層からなり，１部に火山灰を含む．また，南予では高野川層があり，内ノ浦層・双海層などの海成

層が含まれ，海棲貝化石のＤｒｕｐａ・びmbonium ・７１ｇ�αなどがある．

ｄ）後期更新世＝低位段丘構成層，ＬＴＩ・ＬＴＨ＼　　　　　ダ

　これは東予・中予では口段ありに低位段丘構成物Ｉ（分布高度250-40m,層厚５ｍ）と低位段

丘構成物ｎ（分布高度50－iom，層厚３ｍ十）である．前者は新鮮な雑色の砂篠層・泥層であり，

かなり広範囲に分布する．後者は極めて局部的な分布で，新鮮な雑色の砂律層・泥層である．また，

南予では低位段丘構成物工相当の清重層・中角層などがある．

３。中四国、徳島県(2E)十高知県北部(2 F)　　　　十

この地域での全体的な総括は須鎗ほか(1982)"'がなしているが、筆者らは前述のように積局的

図３Ｃ．四国における中位段丘構成層（ＭＴ）の分布　　　　　　　　　　ノ

北四国（香川県）：ｋ１）中位段丘構成層　大

北四国（愛媛県）：ｅｌ）蜂の子池層, e2)大下層, e3)中位段丘堆積物, e4)高野川層, e5)神崎層，

　ｅ６）内の浦層, e7)鎌田層，e 7’）喜多層, e8)下五味層, e9)小西野々層, elO)大畑層, ell)岩松川

　層, el2)広岡層, el3)神有層

中四国（高知県北部・徳島県）：ａ１）大瀬層ａ２）半田層（東川原層／小島駅層／馬場層・切戸層) a3)二

本木層（高瀬層) a4)星河内層a5)行司層/a 5')天王谷層ａ６）川島層a7）阿波福井層（動々原層）

南四国（高知県）：ｔ１）足摺層, tl')平野層, t2)窪川層, t3)楠原層, t4)能茶山層, t5)叶木層, t6)羽

　根層, t7)元層, t8)椎名層, t9)生見層
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に調査報告■il)-16)し，全体の対比を行っている47)これらの代表的なものを表１ Ｃに示す．

ａ）前期更新世（１部は後期鮮新世構成層を含む）＝先段丘構成層. P r e-T

尚これは土柱層群が代表で，この下部層は吉野川中流域では中上層，下流域では井出口層である．

また，中部層は中流域では高瀬谷川層，下流域では大谷層Tひあﾅ乱前者の分布高度は170-40mで，

層厚は80mであり，分布は広範囲にわたる．これらは主として新鮮な砂牒層からなる．後者の分布

高度は200－70mで，層厚は80mであり，分布は前者よりは狭い．これらは主として新鮮な砂裸層

からなる．一方，徳島県南部の河川では管蔵層や黒野田峠層などがある．

ｂ）中期更新世７高位段丘構成層, HT　　　　　　　　　ﾚ.･･．．　　　　　　．∇

これは中西層や井出口層が代表である．この分布高度は320ニ60mで，層厚は20mであり，分布

はかなり広範囲にわたる．これらは主として赤褐色クサリ篠層からなり，１部には火山灰もみられ

る．また，南部では櫛渕層や黒野田層などがある．

ｃ）後期更新世ら中位段丘構成層, MT I ・ＭＴ!Ｉ　　　　／＼

ニ中位段丘はMT ＩとＭＴｎの2段がみられるトMT Ｔは海成中位段丘の天三谷層で，分布高度は

40－30mで，層厚は12mであり，分布はかなり狭いが，海浜円裸からなる38)-40)これは他にはみら

表１Ｃ．四国の第四系層序表，その３，中四国（徳島県）

　中央部

吉野川流域

　南　部

勝浦川流域

那賀川流域

岩　　　　　　　相

第

四

紀

完
新
世

　坤　　１

太

一一

匹
　ＬＩ上岩
　　　奈　　　呂倉

　　　層層
四

　Ｍｎ半馬
　　　田場
　　　層層

四

大
　　中井　11鯛

　　層層
四　　紅

土　MJ層

　　大むづｌ

Ｉ　Ｗ

　　大群　　森

　　　山
　　　層

ｔ　　　層

皿
AT川切層

皿

　ＬＨ沼江層

皿
　中田・訟

　　　　　田
　　　　　層
皿
行司層　川

　　　　　島
　　　　　層

皿
MI 4ﾐ*

　　　谷

　　　層
皿　　櫛黒
　　渕野
　　ペ

皿
　管　黒
　　　野
　蔵　田
　　　峠
　層　層

し

夥賢

三

ヽｷﾞ心急ヽ

〃　　●|
首

記

折

り

昿゛''

⑤

プ

言詰

言

悦

｀6こj｀､｀Q;

四
万

七

万碩

分布高度:200－10m　層厚：約40m

粗粒相→編粒相→粗粒相の堆積サイクル

分布高度:330-50 m　層厚：紺１ｍ　砂棟層

局部的．分布高度:450-20 m　層厚：約６ｍ

新鮮砂裸層．雑色巨棟一細裸

かなり広範囲に分布

分布高度:60-50m　層厚：約２ｍ

新鮮砂肆層．雑色巨裸一細裸．上方編粒化

インブリケイションあり

分布高度:160-80 m　層厚：約40m

新鮮砂裸層．雑色巨裸一細榛．上方細粒化

分布高度:40－30m　層厚：約12m　局部的分

布，海浜砂喋層．赤褐色巨裸一編裸．

チャート･変成岩の円裸（砂岩･泥岩疎なし）

更

新

世

後

期

中

期

一

前

期

分布高度:320-60m　層厚:20m

赤褐色砂棒層．亜円状一亜角状の巨棒一編棒．

火山灰を含む．かなり広範囲に分布

分布高度:200-70 m　層厚:80m

新鮮砂棒層．雑色巨棒一細棒

かなり広範囲に分布

分布高度:170－50m　層厚：Om

新鮮砂裸層．雑色巨裸一綿棒

広範囲に分布

分布高度:40-20m　層厚：約10m棒層･砂層

PaleotoχodoR･Aaodonta- Viuiparus

Metase叫Ota 2.S土0.5 Ma

第

一一
一紀

箭

世

後

期

＊海成層 高位段丘構成層はクサリ篠を含む．Ｖ火山灰
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れないが，古紀伊水道海進の四国側の貴重な証拠である．ＭＴＩＩは吉野川流域では，半田層や馬場

層である．これらの分布高度は160－80mで，層厚は40mであり，新鮮な砂裸層からなる．また，

南部では行司層や川島層などがある．　　　　　　　　し

ｄ）後期更新世＝低位段丘構成層，ＬＴ工・LTn　　　　　　　　上

　低位段丘もＬＴＩとＬＴＨの２段がみられる．ＬＴ工は上奈路層や岩倉層で，分布高度は60－50

mで，層厚は２ｍであり，新鮮な砂傑層からなる42-45)また，南部では中山層や和無田層などがあ

ふ．ＬＴＨは沼江層（分布高度450-20m,層厚６ｍ）で√新鮮な砂裸層からなり，かなり広範囲

に分布する．

　４．南四国，高知県（３Ｇ～｜）　　　　　　　　　　　　　　ヶ　　　　　　　．．

　高知県では広くて，Ｇ）束南部地区（室戸半島方面）・Ｈ）中央部地区・Ｉ）西南部地区（足摺

半島方面）の３地区に区分した，筆者ほかが最も多く調査し，全体的な報告と部分的なもの72)-109)

を報告した．これら３地区のうちの代表的な総合柱状図を表１Ｄに示すが，特にＧ）地区では櫨山

層・舟場層はいわゆる高位・中位段丘とされていた106) 107)

Ｇ）東南部地区（室戸半島方面）

ａ）前期更新世＝先段丘構成層, P r e-T　　　　　　　　　　十

　これは芸西層群が代表で，下部より城本層（分布高度50-lOm,層厚30m十の海浜砂層，火山灰

と貝化石のＯｓtｒｅａsp.を含む）・和食層（分布高度140-lOm,層厚50m十の海浜砂裸層，泥層に

花粉化石のＮｙｓｓａ- Ｍｅtａｓｅｑｕｏｉａ･Ｋｅｅtleｒia･Ｆａｇｕｓ･Ｔ＾ipfiaなどを含む）・安芸層／奈半利層（分

布高度350－10mに層厚150 m十の扇状地成砂傑層，上部は赤褐色クサリ棟）となる．

図３Ｄ．四国における低位段丘構成層（ＬＴ）の分布

北四国（香川県）：ｋｌ，低位段丘構成層

北四国（愛媛県）：ｅ１）浅地層，ｅ幻三反地層, e3)低位段丘堆積物I, e3')低位段丘堆積物11, e4)五郎

　層, e4')宮成層, e5)奈良の木層, e6)川上層, e7)中組層, e8)清重層, e9)中角層

中四国（高知県北部・徳島県）：ａ１）上奈路層, a2)昼間層（東分層／岩倉層) a5)歯之辻層（大久保層），

　ａ６）中筋層, a7)中山層（沼江層），ａ８）和無田層, a9)新田層

南四国（高知県）：ｔ１）浮鞭層, t2)弘瀬層, t3)井関層, t3)土佐山田層と古町層, t4)叶岡層｡t5）室

　津層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
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　次の最高位段丘律層群Iは楠山層（分布高度320-120 m,層厚30＋10mの海浜成円律，古崖錐成

律層√赤色土）で，同IIは舟場層（分布高度130-50 m,丿層厚20"10mの海浜成円傑,ﾆ1部に赤褐色

半クサリ律）が代表である．前者には数本の断層がみられ，後者は高位段丘の久礼岩層が不整合に

覆っている．両層ともに断層が発達している［例えば, Sakaに1987］の盲動谷断層など）．なお最

近，松下ほか（2001卜は舟場層を大阪層群のＭａ５ぐらいに対比している．

ｂ）中期更新世＝高位段丘構成層, HT

　これはごく狭い範囲でみられる久礼岩層であ=り，分布高度は160=¬150 mで,=層厚５ｍの･赤褐色ク

サリ律層である．これは舟場層を不整合に覆っている．

ｃ）後期更新世＝中位段丘構成層, MT　　　　　　　　ト

　これは東南部ではごく狭い範囲に点在する海成中位段丘構成層であり，束から生見層・椎名層・

表ＩＤ．四国の第四系層序表，その４，し南四国ﾄ(高知県)

　西南部

足摺半島

中央部 　東南部
室戸半島

岩　　　　　　　相

第

四

紀

姦

世
　沖

四

大
　　浮　弘
　　鞭　瀬
　　層　層

四

　足平　大

　摺野　瀬
　層層　層

四
　　弘　新
　　見　田
　　層　層

四

　　　　　　里

　　　以布
　嵯利層川

　　　　　　層

　陀　　x/w心

　　　旭層

　層。。。、

　群鹿島層

　　　積

立
　　古町層

皿

　土佐山田層

皿

　能茶山層

皿

　　城

　　山

　　層

　　　　　万

　　↓

　　　　　々

　　　　　層

皿

　　　　　層

四

六
　叶　室
　岡　津
　層　層

四

　叶羽元椎
　木根　名
　層層層層

四

　　久礼岩層

四

　　舟場層

四

　　檜山層

四　　　安　奈

　ｔ　せ　半　Ｗ　Ｗ　和丿　　　層　層

　　皿　西

　　　　和食層
　層

　　　皿
　群　城本層

四
　亨穴回

　浜

　霖登・

三

ザ

ノ

レ

゛'｀.゛こ　-|
　W'●･･'っ･rs 、

大宰

●t　1
子

りぐ脳濯

ザ

り一犬

☆三

匹七

言

ヴ｀ぐべy

回

診

ぺ.､.･f °‘.

ヽりv
∧

一砂り･
仙.ヽ喘尚

尚

上部より：

根粒相（裸砂層）→細（海成砂泥層）
　→根（砂擦層）の堆積サイクル

更

新

世

後

期

分布高度:30－20m　層厚：10m.雑色新鮮

砂裸層．巨裸一編裸．極めて局部的分布

分布高度:50－10m　層厚：20m.新鮮砂肆層

雑色の巨榛一細牒．中央部は広大分布

東南部･西南部は極めて局部的分布

分布高度:50－10m　層厚:20－10m
下部（粗）一中節（細）ー上部（粗）のサイクル．

上部は海浜円牒，中部は海成砂泥層で化石多産．

下部は崖錐性砂裸層．西南部は広範囲，中部で

は非海成層で局部的，東南部は海成層で局部的

分布

中

期

分布高度:160－150m.層厚：５ ｍ．赤褐色亜
角一亜鉛磯状クサリ磯．漂一小磯．

極めて局部的分布

前

期

分布高度:130-50 m　層厚:20－10m

海浜性円裸．１部祖褐色半クサリ裸

分布高度:230-120 m　層厚:30－10m
上部から赤色土・古崖錐状角裸・海浜性円裸．

１部赤褐色半クサリ裸

分布高度:350-10 m　層厚:150 m十
分級の極めて悪い扇状地成裸層．

上部は赤褐色クサリ裸

分布高度:140－10m　層厚:50m十
海浜砂牒層，上部角疎･泥層に, Nvssa-

Liquidamber･Metasequoia- keetferia･Uliruis･
PlRUS゛Faeus-Typhaなどの花粉化石を含む．

分布高度:50－10m　層厚:30m十
海浜砂層，１部円偉・火山灰Ostrea sp

　　　　　　　　　　　一

分布高度:70－10m　層厚:80m十
海成砂層，各種化石多産

分布高度:50－10m　層厚:130m十

海成泥層，各種化石多産

第

－一一

紀

鮮

新

世

後

期

＊海成層　高位段丘構成層はクサリ肆を含む．Ｖ火山灰 の貝化石



四国の第四=系総括（満塩） 39

元層・羽根層・叶木層などである．これらの分布高度は約50－10mで，層厚は20－10mであり，海

浜裸からなる．また，１部にはGZ画法ａ加などの暖地性のシダ・Ｍｙｒｉｃａなどの暖地性の花粉・貝

類・キチン質有孔虫などの諸化石を産する海成層である．なお最近，室戸半島束南部から生見層相

当層の海成層を発見し，花粉化石からも確認された．

ｄ）後期更新世＝低位段丘構成層, LT

　これは室津層や叶岡層であるが，分布は極め七狭い．前者からはPiceaなどの「きゅう果」や木

片及び花粉化石を産出している．また，この木片の14Cの年代測定の結果，約25,000年前ＹＢＰの値

が得られた．また，花粉化石の寒冷要素を示すＡｈｉｅｓ ・I）ｉｃｅａなどが産出した．　　＼

Ｈ）中央部地区（高知市付近）

ａ）前期更新世＝先段丘構成層, P r e-T　　　　　　　　　　し

　ここでは万万層（分布高度30-lOm,層厚約10m）が代表で，主として裸岩と砂岩・泥岩よりな

る．泥岩には亜炭・植物の破片や花粉化石のＭｅtａｓｅｑｕｏｉａ ゛Ｎｊ^ｓｓａ゙ Abieｓ Ｐ゙ｉｃｅａ・Ｆａｇｕｓ’

Ulmusなどが含まれている．

　次に述べる城山層の１部は前期更新世も含む48)49)

b）中期更新世ご高位段丘構成層, HT

　これは琴平層（分布高度約70－10m，層厚約20m）・久礼田層（分布高度約90－50m，層厚約５

ｍ）などであり，いずれも赤褐色のクサリ裸層からなる．前者は高知空港西方の丘の上85）にあり，

後者は領石盆地にある81)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

　また，城山層は高知大学のすぐ西方の標高約100mの丘に発達していて，殆ど大部分が分級の悪

い粗粒の赤色クサリ裸からなる扇状地成裸であり，前述のように,=前期・中期更新世とされた49) 50)

ｃ）後期更新世＝中位段丘構成層, MT

　この地区の中位段丘は非海成であり，能茶山層（大谷層）・植田層などである．前者の分布高度

は約20－ 5 mで，層厚は約10m十であり，下部から粗粒砂裸層→細粒泥層→粗粒砂裸層の堆積サイ

クルがみられる．泥層から木片や花粉化石を産出し, Abies ・ 77ｓ昭α・良£�αなどの針葉樹と

Symplocos ・ Cyclobalanopsisなどの広葉樹の「とも棲み」現象を示す65)また，領石盆地では久

礼田層（分布高度約60-45m,層厚約５ｍ）があり，主として砂裸層め他に，１部に約１ｍの泥層

があって花粉分析化石はAlnus ･ Coびlus ・ Ｑｕｒｃｕｓ・Ｕｌｍｕｓが多く，その他にＦａｓｕｓ・Pinus・

Ａｂｉｅｓ・ Picea・Ｔｓｕｇａ　■　Ｃｒ＾iptｏｍｅｒiaがある．越知盆地では楠原層（分布高度約90－80m，層厚約

５ｍ）がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

ｄ）後期更新世＝低位段丘牒層群工・ｎ

　低位段丘は土佐山田付近に２段みられ，低位段丘肆層Ｉの土佐山田層，及び，同IIの古町層であ

る．前者の層厚は約20mで，分布高度は約45-15mであり，後者の層厚は約10mで，分布高度は約

30－20mである．また，後者の分布範囲は限られているが，両者とも新鮮な河成裸層であり，比高

差は最大10mある．前者には黒ボクが，後者には淡色の黒ボクがのっている．

　高知市内の地表部には，低位段丘は浸蝕面のみで，堆積物はみられず，図８Ｂに示すように地下

に埋没して，洪積第１傑層となっている．また，越知盆地の井関層は分布高度は約65mで，層厚は

約10mである｡

Ｄ西南部地区（足摺方面）

ａ）前期更新世＝先段丘構成層, P r e-T　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ダ

　これは贈陀層群で，下部より鹿島層（分布高度30－10m，層厚約10m）し･旭層（分布高度約90m,

層厚約20m十）・以布利層（分布高度約90m十，層厚約50m十）からなる．下部の鹿島層からは貝

化石のAmusiopecten･Ch,ｒａｍ＼iｓなどやフジツボ化石のBractechlamysなどを産出する．中部の旭
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層からはOstrea sp. のカキ化石を産出する．また，上部の以布利層は殆ど大部分は裸層で，その

間に砂層・泥層を挟む．この泥層の花粉分析ではＮ-ｙｓｓａ･くＫｅtｅｌｅｅｒia・ＰｓｆｉｉｉｄｏｌｎｒiK ・ Ｃａｒｖａのよ

うな第三紀要素を含み，かなり硬くしまっているが，あま上り赤色風化作用を受けていない．しかし，

この層群には東南部の櫨山層のように多くの断層が存在する．　　　　　　　　　　　　　　．･

ｂ）高位段丘構成層, HT　　　　　　　　　　　　几　　　ニ　　　ノ　　　　　　犬

　これは弘見層であり，分布高度は約100－50mで，層厚は約10mであづて，赤褐色クサリ牒から

からなる／しかし，本層の分布は狭く，大月町弘見付近めみに極めて局所的であり，西南部の中村

市・土佐清水市・宿毛市には，高位段丘は地形面のみしか認められないのであ:る．

ｃ）中位段丘構成層＝足摺層・平野層

これは足摺層（分布高度60－20m，層厚約20m），及び，平野層（四万十川北岸より北方に分布）

である．前者の砂層は貝・サンゴなどの化石類を多産する．このうち, Chama sp. のアミノ酸年

代測定では, 138,600 yBP が得られた．この最上部の海浜円牒層は足摺半島周辺に広くみられる海

成中位段丘を作っている．

　また，平野層の下部に古崖錐，上位に砂層・泥層，最上部に裸層の堆積サイクルがある．泥層り

花粉化石はPinus ・Ｆａｇｕｓが多くレ暖帯性のＬａｇｅｒｓtｒｏｅｍｉａや暖帯性シダのGleichenia・片面ｓ

の「とも棲み」がみられる．　　　　　　　　　　　　　　　六

　また，中村市と宿毛市のほぼ中間には中筋層・戸内層がありl ， こ ごでも粗→細ご４粗の堆積サイク

ルがみられる．中筋層は海成の泥層で，Ｏｓtｒｅａ ｇｉｇａｓなどの貝類,こ及び，有孔虫・花粉などの化

石を産する．犬花粉化石はPinus ・Ｆａ即ｓ・Ｃａｒｐｉｎｕｓなどの北温帯種と,万〇clobalanopsis･‥Ｌａｒｇｅｒｓ-

£roemia･Ｐｏｄｏｃａｒｐｕｓなどの暖温帯性種，及び, Gleicheniaなどの暖帯性シダ胞子がみられ，平

野層と同様の「とも棲み」現象がみられる．

ｄ）低位段丘

　これは極めて局部的であるが，浮鞭層（分布高度約10m,層厚約４ｍ）があり，かなりしまった

新鮮な裸層で，上部に黒ボクをのせている．

　なおト四万十川の中･上流域では弘瀬層（分布高度210－40mレ層厚約４ｍ）があ心が，下流域

には存在しないのが特徴であ乱これらの第四系の分布かちみて√四万十川は明らかに現在の中流

域付近では東流し，現在の伊与木川付近で古土佐湾に流出大していたのであるご

完新層（沖積層）の総括

四国全体の完新層（沖積層）についてはここで総括する．

[:二]表土　　　　[yEj]基盤岩類

[l:;]繍　　　　　[とし]沖積層

[⊇]ｽﾞ]砂　　　　　[:K⊇]低位段丘構成層

[]呂⊇]砂･泥　　　[t?E]中位段丘構成層

[三]]]]泥　　　　　[亘二]高位段丘構成層

更新統

　まず，四国全体の完新層(沖積層)の分布

を図２に示す．これについては，小椋・満塩・

吉田が総括している8)レ次に，高知県全体に

ついては，満塩ぼか8) 56)57)66)67)70)71)が総括し

ている．　　　　　　＼

ニ以下には√四国四県の完新層(沖積層)に

ついて述べる．まず，図４には以下の沖積平

野の地下の地質構造についての主な凡例を示
［E:Ξ］火山灰　　　［ヱﾆ］鮮新統　　　　　　　　　　’゛”‘J I

　　　　　（音地Ｉ･ｎ）　
Ｔ　（芸西層群･三豊層群など）している．

図４．沖積平野下の地質構造の凡例

以下の図は主としてこの凡例に従う．
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　Ａ）香川県（北四国１）

ａ）地下構造：　図５Ａには同県の平野下の地質構

造を示す．

　まず，Ａの高松平野では，下位の中位段丘及び低

位段丘め各構成層がみられ，これらの上位に沖積層

が不整合にのっている．このうち，沖積層の層厚は

約40mであり，上部は律層で，海側（北方）では中

部に泥層があり，その下位に律層がある．つまり，

粗粒→細粒→粗粒の堆積サイクルがみられるが，他

地域のように中部には海成層はみられない．

Ｂの高松西方の丸亀平野においては，満濃町では

低位段丘から沖積平野がみられる．ここでは沖積層

は約40m以下であり，主として律層が厚いが，郡家

町では泥層がみられる．

更に西方の三豊平野ではＣのように，中位・低位

の段丘がみられ，沖積平野は狭い．観音寺付近では

沖積層は約40mで，上部は泥層が厚く，その下部に

律層がある．　　　：

ｂ）Ｎ値：これらの地層のＮ値については図５Ｂに

示す.高松平野下では,春日地区のＮ値は10m付近

で約30となる．以深では少し下がって25m付近で50

以上になり, 28m付近では10に低下して，約30mで

再び50以上になる．また，屋島付近では砂律層が多

くてＮ値は挾い範囲で変動する．最上部の律層では

20－30から，砂層で10前後を変動する．また，その下

部の砂泥層や砂層では約5-35前後を変動する．そ

して，約22m以深では25－50以上を激しぐ変化する．

　また，丸亀平野下では，上部の砂律層のＮ値は10
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　　　　　　　　三豊平野の地質構造

図５Ａ．北四国（香川県）の各平野下の地下構造．

　Ａ√高松平野　Ｂ，丸亀平野　Ｃに三豊平野

　　　　　ｊ　　で　　ニ

１ －－

宇多津町地区

亀平野

a）春日町地区　　　b）屋島町地区

　　　　　高松平野　　　　　　　　　　　　　　　∧

　　　　　　　　　図５Ｂ．香川県の各平野下地層のＮ値

　　　　　　　　Å，高松平野　Ｂ，丸亀平野　Ｃ，宇多津町地区
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前後から次第に高くなるが，泥層で約15になり，中部の砂牒層では30以上と高くなる．その下位の

泥層では約30－35になり，更に下位の砂層では30－50以上に上昇する．　　ニ

　更に√宇多津付近では，ほぼ全体を砂裸層が占めているが，Ｎ値は10以下から次第に高くなり，

10m付近で最高の約50になり，それからは下降しで約25-45の間を変動するト

　Ｂ）愛媛県（北四国２）　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　＼

ａ）地下構造：愛媛県の地下構造については既報しているやので,しこごでは簡単にふれておく（図

６Ａ）．

　Ａは東予平野の地下構造であり，ここでも沖積層の層厚は約40mである．丹原町÷東予分付近ま

では最下部に泥層があり，その上に音地火山灰Ｉがみられる．これらの上に砂棟層があり，その上

には海側では泥層が，陸側では砂棟層がある．　　　　　　　　几　　　　尚　　　　二

　松山平野では，Ｂが東西方向，Ｃは南北方向の断面である．ここでの沖積層は約20mの厚さであ

り，その下位に低位段丘・中位段丘・高位段丘の各相当層がみられるが，これは高知平野と同様で

ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　し　　　　　　　　　．●

　Ｄには八幡浜平野の地下構造を示す．ここでの沖積層は約40mの厚さであり，その下部は砂層，

中部は泥層や音地火山灰，上部は砂層のように，祖→細→粗の堆積サ了.クルがみられる．その下位

に低位段丘相当層がある．
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　　　　　　図６Ａ．北四国（愛媛県）の各平野下の地下構造レ　　し

　　　Ａ，東予平野　Ｂ・Ｃ，松山平野　Ｄ，八幡浜平野　Ｅ，宇和盆地
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　また，Ｅには特殊な山間盆地め宇租盆地の地下構造を示すにここでは沖積層は極めて特異で，層

厚は約70mもある．その下部は砂泥層と傑層の互層がみられるが,上部は盆地中央部で厚い泥層に

より占められる．

ｂ）Ｎ値：西条地区では，国道沿いのコアは殆んど全体が砂傑層で，Ｎ値は約10から次第に高くな

り，約!Omで最高の50以上となる．それ以下では約30－50を変化する√海岸沿いでは，砂泥層がみ

られ，最下部の深度約15m以深の疎層では50近くに急上昇する．

　新居浜地区では，国道沿いのコアでは主に砂泥層であり，Ｎ値は深度約20mまで=は上部の砂層の

約10前後から以下は３－ ５前後を変化する．その泥層の下底付近のピート層では少七高く，約10m

前後である．下位の砂疎層では急に高くなり，50以上となる．一方，海岸沿いでは，約14-17.5 m

の砂層以外は主に砂疎層である．深度約12mまではＮ値はO －40付近まで変動しつつ，次第に上昇

する．砂層では10－20に下がり，下位の砂疎層で再び高ぐなる．　ト　　　　　　■　　　　　　　　■

　松山市の道後平野では，砂疎層と泥層からなり，約10m付近まではＮ値は15－20前後を変化する

が，泥層でやや低下する．深度12mの疎層からは35付近に上がり，その下位の泥層でやや低下して，

それ以深で30－50前後を変化する．また，三津浜地区では主として泥層からなりレ１部に砂疎層を

挟んでいる．Ｎ値は深度約10mの砂㈱層まで２から50以上に上昇し，それ以深になると，10－30を

変動する．

　八幡浜地区では砂疎層と泥層からなる．最上部の砂疎層ではＮ値は5-20を変化し，深度約10m－

24mの砂層までは5 －10を変化する.，しかし，約25m以深の砂疎層）からは15-50以上になる．

　大洲盆地では大部分が砂疎層からなる．深度約18mまではＮ値は5-20前後を変化し，それ以深

では約22mまでは40まで上昇する．それ以深になるとに約15-50を変化する．　十

　一方，島嶼部での中島の大浦では砂層と砂疎層からなっている．＼最上部の砂裸層ではＮ値は3－

50近くを変化し，深度約9 －22mの泥層では２－４でほぼ一定である．それ以深の砂層・砂泥層の

互層では5 －40前後を変動する．以下の砂疎層では50付近まで上昇する．また，伯方島では殆ど泥

層で，下位は砂泥層と疎層からなる．深度約24mまではＮ値はＯであるが，それ以深では次第に高

くなり，最下底の砂疎層では50以上になる．

Ａ⑩ ⑩　　Ｃ）琴島県△（中四国）

　　　鮎　　　　　　　　　　　　　　　　
ﾂl　　aj地す構4:徳島県ら地下構造は7A図に

:尚尚

回4;
.

;白:lj弄丿⊇扁

言ｺﾞじﾆｽﾞ;

i

↓

島

↓|
・．

↓

エ

↓
．ｿ，6

，ここ．1

‾が担二上ニゴ　　　　　　　¨う1°¨゜’゜¨゜沖積層の層厚は約40mである．この構成は後

Ｓ

-

徳島平野の地質構造 　　　　述の高知平野の場合と殆んど変わらず，この

　　　　　上部は東部の沖の洲付近では殆ど砂層で，下

留②　　幽よ緬八丿乱）地姐緋含む．この沖

　　一一・　　゜　　””’ﾐﾆﾐこΞﾆlgぺ≒こ、し_」∠二号ふ゜。∵｡゜ｊ………｡ｇ｡･Ｌ

　　　　　小松島平野の地質構造

図７Ａ．中四国（徳島県）の各平野下の地下構造．

　　　　Ａ，徳島平野　Ｂ，小松島平野

積層の下位は√いわゆ:名洪積第ｉ砂榛層で

ある．　　ユ　　‥

　Ｂは小松島平野の地下構造であるが，断面

図め方向が南西から北東なので，中央部には，

小松島湾がある．ここでも沖積層の層厚は約

40mであり，その下位は洪積第１裸層である．

沖積層の下部は砂裸層，中部は泥層，上部は

砂層=あるいは傑層となっている．ここでも粗
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→細ラ粗の堆積サイクルがみられ,る．

ｂ）Ｎ値：徳島平野では４地区がある.川内地区のコアでは主として砂層・砂泥層・泥層・篠層で

あるが√Ｎ値は深度約30mまでは約５から20以下を変動する．それ以深では砂層で約25となり，ま

た，その下位の泥層で低くなる．それ以下の砂裸層では約10から50以上に急上昇する．

　次に，宮田南地区のコアでも主として砂層・篠層などからなる．Ｎ値はＯから深度約14mまでは

約50以上になる．それ以深では10近くに下がり，また再び，50以上に上がる．また，佐古地区でも

ｂとほぼ同様の傾向を示す．更に，南中洲地区では中・上部砂泥層でＮ値は約10前後であるが，深

度約15m以深の裸層では50近くに急上昇する．最後に小松島地区での田浦のコアでは主に砂層とご

く１部に泥層がみられる．Ｎ値は最上位の泥層の５前後から深度約８ｍの砂層まで約35以下を変動

する．その泥層から下位の砂層までの約18mまではＮ値は約５から20前後を変化する．更に，それ

以深の砂層は約10から下底付近まで高くなり，約40前後を変動する．また，赤石のコアでは主に砂
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層と１部に泥混じりの砂層がみられる．Ｎ値は最上位か:ら深度約31mまでは約３ニ25以下を変動す

る..そこから以深の砂層ではＮ値は急に高くなって50以上となり，涛

変動する．最後に，阿南地区の黒津地のコアでは，Ｎ値の変化は小松島の田浦地区のコアに良く類

似している．つまり，構成層は主として砂層と律層からなるが√深度約23m付近までＮ値は約5－

30前後を変動する．それ以深では15から急上昇して√砂篠層で約50以上になり，約26mで少し低下

して40前後となる．また，富岡地区では律層と砂層=からなるﾉ．上部の律層では，深度約９ｍまでは

Ａ＠
グ.･　

土　川宝　　　　　

●

心づ
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二

二評ぺでぎ乍

■　高知県安芸平野の地質構造　　

1ヽヽ;

図８Ａ．南四国(高知県)の地下構造－1バ安芸平野)

　　　　以下の図の凡例は図４に従う．

Ｂ

　　西　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Ｎ値は約10-25前後を変動する．それ以深の砂層では，

約深度19mの裸層まではＮ値は15-28を変動し，砂裸

層では50以上に急上昇するレ

　Ｄ）ぺ高知県（南四国）

ａ）地下構造：ＡからＤの４地区について述べ，最後

に，地表で観察される音地Ｉ ・Ｈの露頭についてもこ

こで述べる．

　図８Ａには高知東部の安芸平野の地下構造を示す．

　　　　　　　　　　この平野は平面的にはデルタ形

東　
唐
ノ
谷

　
五
台
山

Ｍ，能茶山層相当層（中位段丘構成層）Ｈ，城山層相当層（高位段丘構成層）

の三角状をなし，南方の海岸部

では砂裸シSand and Gravel

Spitが平野を隔絶して，典型

的な後背湿地Back-marshを形

成している．ここでの沖積層は

約40mであり，下部は裸層で，

中部は音地工火山灰を含む泥層

で，上部は再び裸層となる．ま

た，この下位は洪積第１磯層で

ある．ここでも，粗粒→細粒一

粗粒の堆積サイクルがみられる．

　図８Ｂには高知県下で最広の

香長平野のうち，高知半盆地

（高知平野）の地下構造を示す．

ここでは西方の仁淀川が，高位

段丘から中位段丘形成時まで高

知市を通過して東流していて，

高知半盆地（高知平野）の地形

を形成していたのである．さて，

この図では，上段は東西方向，

下段は南北方向の断面図である．

　両方の断面図からみて，沖積

層は約40mであり，その下位に

は低位段丘・中位段丘・高位段

丘の各構成層がある．沖積層は

最下部にピートあるいは基底裸
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　　C洪積第１砂眸雁）

能茶山層相当層

(中位段丘構成層)

，城山層相当層

　丿高位段丘,構成層）

図８Ｂ．高知県の地下構造－２，（高知平野）

　　上段，東西方向　下段√南北方向
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層がありi下部は音地Ｉ火山灰　　，　Ｃ

を含む泥層であり，上部は砂傑　20

層となる．なお，下部の泥層は　10

東方では海棲の貝類などを含む　　ｏ

海成層である．　　　　　　　　．,ｏ

　図８Ｃには高知市南西方の土　.2，

佐市高岡平野の地下構造を上段　-3．

に示し，下段には仁淀川河口の

コアと浦ノ内湾の海底断面図を

示す．

　高岡平野では波介川が西から

東に流れ，土佐市東端で仁淀川

に流出している．従って，本流

の仁淀川が増水している際には，

この波介川は逆流して，しばし

ば氾濫を起こすのであるが，こ

れはカンボデイアのトンレサッ

プ湖につながるメコン川の氾濫

に類似している(Mitusio ｄ

�., 1969).この断面図から，

沖積層はここでは約30mであり，

その下位には低位段丘相当の中

川内層がある．ここの沖積層は

下部には音地Ｉ火山灰を含む泥

層があり，上部は砂層を含む泥

層である．

　一方，下段の図は仁淀川河□

C’
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「TTI衷ｔ

巴立Ｄａ

≡ヤ

匹･ﾀ

milj ・・

工ED"

回三]・・

□]砂層･

已乙]郎

[:Ξ二]貝類化石

[E]ｘ９

[y]?]音地火山灰

浦ノ内湾最湾奥.

　　－0.5

Ｄ，低位段丘裸層C洪積第1.砂嘩層】相当層

Ｐ，前期更新続？

Ｂ，基盤

のコア及び浦ノ内湾の海底の断面図である．仁淀川河

口のコアでは，深度約22mの沖積基底のピート層以下

では更新統であり，更にその下位には前期更新統のよ

うな硬い泥岩がみられる．なお，高知半盆地西端の高

知大学付近には，前述したように，ボーリングコア中

に唐ノ浜層群の穴内層の多数の貝化石を含む硬い泥岩

のサンプルが得られている．従って，仁淀川河口のコ

アの最下底がこの唐ノ浜層群の穴内層に比較できる．

一方，浦ノ内湾の海底でも沖積層は約50mであり，そ

Ｄ

1000　Ｚ(Ｘ)０　3000

Ｂ

仁淀川大橋海底

　　－0.7

20

40

60

ｍ

靴・

Ｈ,波介届（沖積層）Ｎ,中川内屑（低位段丘）

灰方崎冲海底　宇佐大橋海底.

　－0.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･●数字は深度

図８Ｃ．高知県の地下構造－３，（土佐市高岡平野及び同南方の浦ノ内湾底）

　　　Ｃ，高岡平野　Ｃ’，高岡平野南方の浦ノ内湾底と仁淀川河口

(Ｓ　山有 楠

　　　　　中村平野の地質構造

図８Ｄ．高知県の地下構造-4, (中村平野）

の層序は他地域の沖積平野下の層序と大差はないのである．

　図８Ｄには高知県西南部の中村市の平野下め構造を示す．ここでは，沖積平野はその西方の宿毛

市との境界付近から東流して，東端の四万十川に流出しているが，これも土佐市の波介川と同様に，

本流の四万十川の増水により，氾濫をしばしば起こしているのである．さて，ここでも沖積層は最

大で約40mの厚さである．その下位は低位段丘を構成する裸層であるが，付近の地表では全くみら

れないものである．これは，この川は中位段丘形成以前には，仁淀川が高知市を東流していたのと
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同様に，中村市付近を流れておらず，古地理図67)-69)で

説明したように，北方の伊与木川付近を流れていたの

である．　　　　　　　ｊ

　他方，平野下の地下構造とは異なるが，地表におい

て音地Ｉ・Ｕの2く枚の火山灰層3 )37)38)がみられること

は，広域テフラめ識別などに重要である109) 112)114)こ

れは既に報告しているので，ここでは簡単に図８Ｅに

宿毛市西端の松田川に近い草木薮での露頭を示す．音

地Ｉはアカホヤであり，音地Ｈは姶良の火山灰である．

しかし後者の火山灰はあまりみられず，また，低位
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段丘の識別のみであって，あまり有効ではないのである．

ｂ）Ｎ値：図８Ｆの高知県下では４地区がある．高知市街の桟橋通りのコアでは主として砂層・泥

層と１部に律層がある．Ｎ値は深度約30mまでは約５から10以下を変動するが，深度約３ｍ付近で

は約20になっている．約32m以深での砂層・律層では約15から20以下を変動して，最下底の傑層で

は約15から50以上に急上昇する．次に，はりまや地区のコアでは主として砂層･律層などからなる．

Ｎ値は深度約22m付近までは約３から20以下を変化する．それ以深の砂律層では約40まで増加した

り，20まで減少もするが，深度約30m付近の砂律層で50以上になり，深度約33m付近の泥層で再び

約５に激減する．しかし，以下の律層では再度50以上に急増する．高須地区でもコアは主として泥

層と律層からなる．上部の砂泥層ではＮ値は約13mまでは10以下であるが，深度約30m前後の砂傑

層では50を遥かに越えている．しかし，深

度約25-34mの泥層では，Ｎ値は急減して

10前後となる，また, 34m以深の砂層・砂

牒層では10から約504こ急増する．最後に，

高知県最大の南国市の香長平野のコアでは，

ピート層・泥層や！部は砂層からなる．Ｎ

値は深度約14mまでは殆どOであり，それ

以深では50以上に急増する．また，伊野町・

日高地区での伊野町地区のコアでは，泥層・

砂層・牒層からなる．深度約32m付近まで

はＮ値はＯから10前後までの値を変動する

が，それ以深では15から40までと増加して，

途中で30くらいに下がるが，再び50以上ま

で増加する．また，日高地区のコアは短い

が，深度約13mまでは泥層で，Ｎ値は５前

後を変化する．それ以深では50以上に急増

する．次に，中村市のコアでは主として泥

層・砂層からなる．ここではＮ値は深度約

36m付近まで５から約30まで，途中にやや

変動する層準があるが，おおむね増加する．

それ以深でも，一度はやや減少して次に50

以上に増加する．最後に，宿毛市のコアは

主として砂牒層からなる．深度約20mまで

はＮ値は約５から20前後を変動するが，そ

れ以深では50以上に急増する．

　次に，以上で述べた沖積層について総括

する．

　Ｅ）沖積層の総括

　以上に述べた四国の沖積層の諸環境の変

遷に関してのは，４県を通じて以下のよう

に総括される．これらは表２のようになる．

また，特に高知県や濃尾平野などの沖積層

表２．南四国（高知県）における完新世の環境変遷表

年 時　　　代 岩　　相 環境 気候

1500 －

4000 －

6300 －

8000 －

10000 －

　完

　新

　世

Ｗへ/X/X

後

期

完

新

世

ＲⅢｂ 上

部

粗

粒

相

砂

裸

菜 や

や
冷

八街
温

帯
Ｗ

ＲⅢａ

半鍼性

　海

　成

前

期

完

新

世

Rn

泥砂

海

成

腹

心南
温
帯
Ｗ

下

部

細

粒

相

vvvvv

　泥

　砂
R I

海　成 冷

一一
西宿

屋温

帯帯一一

　早

　期

ヘノヘ/W ｍ

　　　Ｌ

　最粗

　下粒

　部相

wx/x/Nﾊ

　粗

　粒

　相

　砂疎

　ピート

皿

　　砂

vvvvv

　　禅

　半鍼性

四
　半鍼性

　　淡
　　水

W〃

v，火山灰（上は音地Ｉ＝アカホヤ火山灰，下は音地Ｕ＝姶

良火山灰）
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についても，既に述べている．　　　　　　　　尚

四国の沖積層は主として，下部粗粒相→中部細粒相ﾆ→上部粗粒相とに３区分される堆積サイクル

がみられる．前者の下部層は主として沖積層基底の裸砂や，場合によづてはピー：トからなり／非海

成層である．また,∧花粉分析の結果ではやや寒冷気候を示している．

　中者の中部層はは主として泥層であり，比較的上部のほうに音地Ｉ(赤ホヤ)と呼ばれる火山

灰を含んでいるが，これは全国的に赤ホヤとして知られている．また，中部の泥層より貝類・有孔

虫などの海棲化石を産出し，花粉分析結果でも，Ｍ-yｒｉｃａやＧｌｅｉｃｈｅｎｉａなどの暖帯性の木本類・シ

ダ化石が見られ，明らかに温暖気候を示している．

　また，後者の上部層は，主として砂裸層が存在するが，あるいは，場合によっては泥層がみられ

る所もある．

　なお，表２・３の時代区分のうち，Ｌ・ＲＩ・Ｒｍなどは√Nakamura (1951)の花粉分析によ

る時代区分であるが，これによっても気候は冷温帯から暖帯となり，更に，やや冷温帯と変化した

ことが分かる．

　最後に，高知県下の考古学遺跡の最も代表的なものを示サは表３のようになる58) 59)66)68)69)これ

らは前述のように，最古の遺跡は旧石器時代の約１万５千年前の南国市奥谷南遺跡から始まり，弥

表３．南四国（高知県）における主要な考古学遺跡表l（満塩・出原, 2000)

時代
地

層
花粉帯

絶対

年代

考古学
年　代

主要遺跡の名称

第

四

紀

完

新

世

上

部

完

新

枕

ＲⅢｂ

　1500

2250～

　2350

　4000

　6300

　8000

　10000

古墳時代

　以降 づ

ＲⅢａ

弥

生

時

代

後期

小数遺跡（南国市小数）　　　　　　　田

下ノ坪遺跡（野市町下ノ坪）

龍河洞遺跡（土佐山田町龍河洞）

　　　　　　　　　　　　　　　　　村

下分遣崎遺跡（香我美町下分）

百分増井遺跡（春野町百分）　　　　遺

中期

前期

縄

文

時

代

晩期 中村貝塚（中村山手通）

松ノ木遺跡（本山町松ノ木）　　　　　跡

宿毛貝塚（宿毛市与市明）

飼古屋遺跡（二L佐山田町飼古屋）

十川駄馬崎遺跡（十和村十川駄馬崎）

不動ヶ岩洞穴（佐川町西山）

〔愛媛県上黒岩岩陰遺跡、第６層〕

後期

中期

中

部 RH

前期

早期

下

部

草創期

R I

更

新
世

後

期
Ｌ 旧石器時代 奥谷南遺跡（南国市岡豊）
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　調査地域の第四系の対比については紙数の都合により，ここでは主として対比表に記述している

ので，本文では簡単に述べておく．なお，詳細は各文献を参照いただきたい．

　それ故，ここでは各調査地域ごとに簡単な対比について，まずは四国四県の第四系について行う

(表４Ａ－Ｄ)．ついで，四国以外の調査地域については表５に述べる．これらの地域は工章で述べ

たように，四国東方の淡路島から更に東方の紀伊半島南部(西方の安久川流域から白浜付近，及び，

東方の志摩半島付近)レ更に，名古屋付近の濃尾平野について対比する．そして，四国西方の九州

では，北部は北九州市付近から，中部は熊本県玉名市付近，ついで，南部は鹿児島県北西部の出水

平野から阿久根市付近までであるト

　まず，北四国の香川県における対比表は表１Ａに示すが，これは他の地域と異なり，右欄の方に

各研究者が報告した局部的な地域を示している，一方，全体的な報告は筆者らの水理地質図9)，及

び，他の報告10)-18)である．次に，北四国の愛媛県における対比表は表１Ｂに示すが，これは同県下

の各地域の対比251-39)であり，満塩・鹿島が総括している24)次に，中四国の徳島県では対比表は表

１Ｃに示すが，これも同県下の各地域の対比であるレ全域については須鎗ほか4（と満塩・浜崎49)で

あるレ各地域調査については愛媛県と同様に，筆者らのそれぞれの原著/を参照いただきたい4i)-4e)

最後に，南四国の高知県での対比表は表１Ｄに示すが，これも同県下の各地域の対比である．高知

県全体では高知県水理地質図“)の他50)-5S) S7)'J1)に，県下各地域の調査については愛媛県と同様に，筆

者らのそれぞれの原著72)-102)を参照いただきたいレなお，室戸半島方面の海成段丘に関する従来の

見解102)103)は前述のように，約20－10m高度に中位段丘の海成層があることによって否定される6)62)

表４Ａ．四国の第四系対比表，そのＬ，北四国（香川県）

　　Ａ）香川県全域

満塩･古川　斉藤･坂東　　Saito

　1977　　馬場1962　　1962

　　　　　　香　川　県　の　一　部　地　域

大野原一琴南大野原一財田満濃一琴南　大野原町　　山本町　大野原一満濃

植木･満塩　須鎗･阿子島古市　　　古市　　　古市　　Sangawa

　　1998　　　1990　　　1984　　　1982　　　1981　　　1978

第

四

紀

斎

世
皿
　低位段丘
　　構成層
皿
　中位段丘
　　堆積層

皿
　高位段丘
　　構成層
皿
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　　構成層

　　　↑

　三豊層群

大
　下段堆積層

大
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大
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(焼尾峠擦層)

大
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皿
　低位段丘

　　裸層

皿
　中位段丘

　　喋層

皿
焼尾峠棟層

皿

－－－

豊河琴
　　内密
層層層

群

　坤

皿

　段丘喋層

皿

二焼尾層
－
　　アルコー

豊　ス牒層

　　福田原層

層　山本層

群財田層

　　　積

心
　低位段丘

　　堆積物

心
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　　堆積物

　高位段丘

　堆積物

心

=ご焼尾峠
‾　榛層

豊大谷池

　　　喋層

層山本粘土

　　シルト層

群財田課層

　　　　層

心　低位段丘
　　堆積物
心
　中位段丘
　堆積物

　焼尾峠層

心

こ猪野層一

豊江瑞層

層御毛層

群

皿
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皿
　中位段丘
　　堆積物
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皿
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群

皿
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て匹

ﾆj　　ｽ喋屠
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層　下ぬ
　　邨邑

群ぶ谷

　　恚ｌ

砧心

　堆積物
心
　な雷

　高位段丘
ｺﾞﾂし

＿焼尾峠層
一一

豊　財

　　　田

層　牒

群　層

更

新

世

後

期

中期

前

期

第

一一
一
世

箭

世

後

期

＊瀬戸大橋下の海底には，海成中位段丘の大槌層が存在（本座ほか, 1970).中期更新世はクサリ裸を含む高位段丘構成層
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表４Ｂ　四国の第四系対比表，その２，北四国ﾀﾞ(愛媛県)

B)北東

頓田川
朝倉村

馴東予）

蒼社川

今治

C)中央･

松山平

野周辺

１(中予)

双海町

　　　　　　　　　　Ｄ

　佐　田　岬

瀬戸町|三崎町肱崇流

　南　　　　部　　（南　　　予）

魚成川黒瀬川高野子弘見1大宿川岩松川僧都川根田川
黒瀬川肱川　地区　四万1

1

奈良川津島町御荘　高知･愛
支流　　支流　　　　ぴ上　　　　u県境付
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四

紀

奏 朝倉村
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古谷層
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四
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低位段丘

堆積物ｎ
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堆積物Ｉ
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堆積物
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堆積物
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m
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WX/W

心心WX/
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　　　＊

皿

襖鼻層
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m
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､八/へ八ﾉﾍ

Wへ/X/X/^

内の浦
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X/心Ｗ心/’
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いX/WX/

八/Xﾉﾍﾉﾍ

　　沖

､/へ/x/x/ら

菅田層

宮成層

五郎層

喜多層

鎌田層

-～へ

太田層

瀬間行層

Jﾍﾉﾍ/x/へ

すすき

が原層

/X/へﾉ入/入

/X/Xノヘ/X

/yへ/X/X

中成層

/X/^X八/へ

心/ヘノ心ヘノ

　　積

~

　奈良の木層

下五味
　層

隋　廷川層

浦層）

　　高野子層

X/y/X/W

川上層

小西野々

　　層

y/X/Xﾉﾍ/

　桜層

x/w^w

興野々層

/マヘ/X/ゝ

層

四

中級層

大畑層

ﾍﾞﾍ/x/xﾉ?

清水層

四

水分層

/W入/X/y
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＊海成層を含む．中期更新世はクサリ鼎を含む高位段丘構成層．・

　　　　　　　　　　　　　　　表４Ｃ　四国の第四系対比表，その３， 中四国（徳島県）

Ｆ)高知県
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十沖積段丘構成層　＊海成層を含む．中期更新世はクサリ弗を含む高位段丘構成層．

　ついで，他の調査域における対比表は表５に示す．それらと対比する文献はそれぞれの地域にお

ける筆者らの文献を参照いただきたい．　　　　　　　　　　　上　　　　ト

　すなわち，これらの各地域の報告文献は次のようになる．これらのうち主要なものは；

　１）濃尾平野113)も報告したが，同時に調査を共にしか古川(1982)及び中村(1983)があるレ

　２）紀伊半島南部では；白浜の田辺湾付近117)や安久川流域Ill)についても報告されている．更に，

東南部の志摩半島付近112)についても報告されている．
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表４Ｄ　四国の第四系対比表， その４，南四国（高知県）
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表５．西南日本の調査地域における第四系対比表

香川県全域 愛媛県 　徳島県
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　３)淡路島ではその南西部について報告されているり0) 121)　　　　し

　４)九州では；ａ)北部では北九州付近107) 108)114)119)を報告七，ｂ)中部では有明海周辺105) 106)につ

いて記述し，南九州では鹿児島から琉球付近について報告している108)-n0) 115)116)118)122)

　最後に，沖積平野下の完新統(沖積層)については，高知県を含む四国全域を総括しだ66)更

に最近でも高知県などについて総括されている66)-71)　　　レニ　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古環境の変遷

　上述のことから，この章では第四紀の各時代における主要な調査地域の四国地方のうち√特に代

表として２つの地域を選んで，古環境の復元について述べる.=すなわち，北四国め瀬戸内海側では

愛媛県の東予と中予地区を代表として述べる．次に，南四国では太平洋側の高知県全体を対象にし

て古環境を復元する．

　１．北四国：瀬戸内海側の愛媛県，東予・中予　　　　　　　ト　　　１

　この地区では既に，満塩・鹿島（2000）が報告していがﾘ＼ので，ここではその概要を述べる．こ

れは図９Ａ・Ｂに示している．上段の９Ａには，郡中層の堆積時以後の堆積場の変遷史を示してい

る．ここでは最古の郡中層は森の海岸でみられ，分布高度の最高103mから海底下にもみられる．

次の八倉層は標高約250－50mに分布し，扇状地成の砂彿である;また，典型的なリアス海岸の佐

Ａ
標

高

－１

－２

深
度

゛XZ尚　代

図９Ａ．北四国（愛媛県）における堆積場の変遷及びネオテ

　　　　クトニックス史．

　実線，各層の推定堆積場　破線，現在の陸上にみられる各

　層の分布高度の範囲

Ｂ　ぶ

　標｡、

　高

－１０

－Ｚａ

深
度

゛.ｘ/尚　坏
図９Ｂ．北四国（愛媛県）の第四紀における海水準の変動史．

多岬jにある上倉層は約150－100mにある海

岸成堆積物である．　　……

　中期更新世の大江層も佐多岬の高度約15

0－100mに分布し，海成層である．

　更に√後期更新世の中位段丘群と低位段

丘はいずれも高度101以下にある．これら

のうづち,づ襖鼻層も佐多岬の高度約75－35m

に分布する海成層であるが，堆積後に上昇

運動を受けている．一方，内陸部での中位

段丘構成層は河成層である．なお，低位段

丘構成層も河成層であるが，高知県と同様

に2,層ある.:　　　　　　レ

　ついで，図９Ｂには海水準の変動を示し

ているレ前期更新世の地層群は前述のよう

に，それらの分布は分断されていて，しか

も,ﾆ狭い範倒に限定され「山間小盆地

Intra-mountaineous Basin」に古湖沼が点

在していて，これらに堆積した地層群は，

湖沼成や河川・古扇状地成の律層・砂泥層

である／たとえば,森付近では「古郡中湖」，

高野子付近では「古高野予湖」であり，御

荘付近では「古御荘湖」，津島町付近では

「古大道湖」などである．また，これらの

周囲の森林などから巨木や植物遺体・花粉
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化石類などが供給され，これらが示す気候は寒冷である．また，大久保層や大道層などの１部には

バーブ（縞状粘土）もみられる．　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

　なお，これらの地層群は，第三紀の石槌層群・久万層群を堆積させた「古石槌湖Paleo-Ishizuchi

Lake」の極めて広大な「古湖Paleo-Lake」を次第に埋め立てて，膨大な角裸岩層を形成したレこ

れが上昇する過程で，埋め残されたレリクトrelictが分断されたものが前記の古湖沼群であり，こ

れらが図２のように，愛媛県の各地に分散しているものである．他方，香川県では三豊層群や徳島

県の土柱層群などのように，構造線や河川沿いな者に連続しているのである．　　　　＝　　　ヶ

　ついで，これらの古湖沼群は急激な上昇運動によって，後背地から膨大な量の砂肆が供給されて

いき，御内層・一本松層・横吹層などの扇状地成の砂裸層を形成したのである．これらの堆積環境

の激変は，加賀美(1990)の指摘する「プレートの沈降方向が北から北西方向に変わった」こと2）

とも一致する可能性もあるレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　さて，これらの一連の堆積層は図９ Ａ･Ｂのように，群中層・八倉層に代表される．前者は湖沼

成で，前述の地層群と同様に， Ｍｅtａｓｅｑｕｉｏａなどの植物化石を産出するレ後者は八倉層で，後述

の高知県東南部の安芸層・奈半利層，あるいは同県西南部の以布利層のように，約200m以上もの

高度から海岸線付近まで堆積した扇状地成の砂榛層fanglomerateであるレ

　ついで√これら扇状地成砂裸層の堆積後に，上倉層のような海岸成の堆積物が堆積し，これらが

その後上昇して，現在みられるように，約150－100mもの高度に分布するようになったのである．

また，大江層・瀬間行層などの高位段丘よりも古い地層については，前者は本来は海岸線付近に

堆積していたが，その後の上昇運動で，現在みられるような最高120m付近まで存在する．一方，

後者は肱川本流のような内陸部にあったので，河川成の堆積物であ名．

　その後に，段丘群を構成する地層群が堆積したが，その初期のものは高位段丘の諸地層であり，

これらは主として河川流域を中心に堆積し，その後にポリサイクリックpolycyclicにクサリ裸風

化を受けたものである．

　次に，古豊後水道海進（太平洋側では，次に述べる古土佐湾海進）の際に，佐田岬付近に中位段

丘の海浜成砂傑層を堆積させた（浦ノ内層・神崎層）．一方，内陸部の高野川などの河川流域付近

では，河川成ないしは扇状地成の地層を堆積させた．かくして，神位段丘を形成する地層は粗粒→

細粒→粗粒の堆積サイクルを示している．また，花粉分析の結果でも，針葉樹と広葉樹の温暖種と

寒冷種の「とも棲み現象」を示している．これらは，海進→海退→海進の一連のシーケンスで示さ

れる．

　次には，気候は寒冷化に向い√海水準は下降を始めた．そして最終的には，最終（ウルム）氷期

には海水準は約一140 mも下降し，豊後水道では広大な豊後水道平坦面を形成した．しかし，この

平坦面の南部には，「七里が瀬礁」と呼ばれる特殊なくぼみができている．このくぼみは豊後水道

にほぼ直交する特殊な地形である32)この前後に，陸上では低位段丘Iと同Ｈとが形成されたので

ある．

　その後，約１万年前の完新世初期には海水準は一約40mにあるが，この頃には全国的にみられる－

40mの平坦面を形成している．そして，完新統は下部から，粗粒→細粒→粗粒の堆積サイクルを示

している．これらは考古学的には，縄文海進から弥生の小海退に対応七ている．

　２．南四国：太平洋海側の高知県全体（東南部・中央部・西南部）　　犬

　一方，太平洋海側の地区に関しては，高知県全体で代表できる．この地域では既報したように，

後期鮮新世から前期更新世にかけての南四国におけるネオテクトニックスについて述べているので，

ここでは簡単に述べる．これは図10A ・Ｂに示している．南東部の室戸半島側と南西部の足摺側と
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では，少し条件が異なっている．つまり，次に述べるように，前者では後期鮮新世の唐ノ浜層群

（下部は登層，上部は穴内層）が存在していることであるﾚ＼この上位に，下部更新統の芸西層群

（下部は城木層，中部は和食層，上部は安芸層・奈半利層）がある．登層は深海性の泥岩で，上部

の穴内層は浅海性の砂岩である．すなわち，唐ノ浜層群め堆積環境は深海→浅海に変化したのであ

る．更に，スラストが起こり，この唐ノ浜層群が四万十層群から衝上される．

　次の下部更新統の芸西層群では，下部の城本層の浅海堆積物ないし瀕海堆積物→中部の和食層の

海浜堆積物→上部の安芸層･･奈半利層の扇状地成の堆積物となるj従って，鮮新世の海が海退し，
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図lOB.南四国（高知県）の土佐湾周辺における海水準の変

　　　動史

更に，浅所に城本層が堆積した．当時の海

は更に浅ﾚくなづて，海浜に和食層が堆積し

た．ついで，安芸層や奈半利層の扇状地成

の巨大な㈱が極めて多量に供給され，扇状

地傑岩faりglomerateを形成した．これが

モラッセである2 }49)50)これが大変動の時

期で，全国的に山砂利層と呼ばれているも

のの形成である．なお，堆積盆地は奈半利

層の方が安芸層より広大で,ﾚより静穏な環

境であったので，亜炭層も３枚もあり，か

つ，厚い:のである．ぞして,.･ここの芸西層群

は，唐ノ浜スラストにより唐ノ浜層群から

衝上されているのである／

　次に，楠山層や舟場層がそれぞれ，海岸

線付近に海浜律を堆積させた．これらが上

昇して√現在みられるような非常/に高所に

なった．更に，櫨山スラストにより，これ

らの地層群は四万十層群から衝上されてい

るのである．また，下位の櫨山層には，盲

動谷断層がみられたり，数本の断層が室戸

青少年の家付近でも観察される．

　そして，高位段丘のクサリ律層からなる

久礼岩層が舟場層に不整合にのっているが，

分布は極めて狭い．

　一方,し南西部の足摺側では嵯陀層群て下

部は鹿島層，中部は旭層，上部は以布利層)

であるレここでは，後期鮮新世の唐ノ浜層

群は陸上にはないが,:鎚陀層群は東南部の

芸西層群とほぼ同様の傾向を示している．つまり，下部の鹿島層=は浅海成であり，中部の旭層は海

浜成であり，数本の断層も観察される．更に上部の以布利層は扇状地成の裸岩層であり，１部には

炭化木や花粉化石も含まれている．

　次の中期更新世の高位段丘の弘見層も，分布は西南端の大月町.の１部に限られ，分布は狭くてク

サリ擦からなる．

　ついで，後期更新世の中位段丘と低位段丘がある．そこで，図ｎには中位段丘を形成した古土佐

湾海進以後の海水準の変動を示している．この海進は土佐湾周辺では古土佐湾海進56)と定義し，豊
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後水道では古豊後水道海進と定義していて，当時の海進は九州では大分市付近の岡泥層や瀬戸内海

西方では山口県の宇部市付近などにみられる．このように，四国周辺の海水準は約40－30mほど高

かったのである．しかし，当時の海は瀬戸内海の西側では，山口県西方に限られ，四国では佐田岬

から松山市付近までに限られているのである．

　一方，四国東方の紀伊水道側では，海成中位段丘を形成した海進は既に古紀伊水道海進と定義し

ている112)この証拠は，徳島県では海成の天王谷層であり，高知県の室戸半島北東部では生見層や

椎名層などである．また，紀伊半島側では安久川層119)である．更に，紀伊水道の最奥では，大阪

市の上町累層や兵庫県の伊丹累層・西八木層などが存在する．そして，淡路島でも海成中位段丘の

証拠がみられるのである．この中位段丘を詳しくみれば前述のように，粗粒→細粒→粗粒の一連の

堆積サイクルを示している．特に，下部の粗粒層は非海成的な堆積相を示し，次の細粒層は海成層

となる．更に上部の粗粒層は再び非海成的な堆積相を示しているのである．

　次の後期更新世の低位段丘形成の時期では，最終（ウルム）氷期となり，海水準が約一140 mも

低下するような氷河期を想定している．このような最大の海退期を挟んで，その前には低位段丘Ｉ

の土佐山田層を堆積させ，その後には低位段丘ｎの古町層を堆積させたのである．　　　　　＼

　更に，それから海水準が上昇して，更新世と完新世との中間の時期では，海水準は－40m付近に

停滞して，海底に広く－40m面を形成した．これが宿毛湾面と定義したものである．そして，陸上

部では広大な沖積平野が各地に形成された．

　これらの海水準変化によって，先段丘から高位段丘を経て，沖積平野の形成に到るまでの地層群

が形成されたのである．

　以上はいわば立体的にみた垂直面の変遷史であるが，次に平面的にみた古環境の変化をみよう．

ここでは紙数の制限のために，この概要を簡単にふれておく．

これは図12のように，後期鮮新世Ｔ前期更新世においては，瀬戸内海側では淡路島の淡路層群か

ら香川県の三豊層群に続き，更に愛媛県の岡村層・郡中層などに続く大きな淡水湖が存在していた．

また，中四国の吉野川沿いでは，土柱層群の１部をを堆積させた淡水湖（古池田湖など）がみられ

る．一方，土佐湾側では，和歌山県の塔島層117)から続いて，高知県東南部の芸西層群から西南部

の趾陀層群に続く淡水湖が存在していた．しかし，愛媛県の西部では，山間小盆地に隔絶されてい

た数個の小さな淡水湖か池を形成していたのである．

　それ以後，高位段丘形成時には，これらの古湖Peleo-lakeは埋め立てられたり，激しい河川争

奪を受けて消滅してしまい，やがて新たな河川沿いに高位段丘構成層を形成した．しかしここれら

の地層群は全般的に狭くて　　　　＼　　　　　　　　　ト　　　　　　　　△　ト

分断された分布である．た

だし，中四国の吉野川沿い

や他の河川沿いにはややま　　50

とまって分布七ている．ま　　　０

た，愛媛県西南部の肱川沿ニー50

いや松田川沿い，更には，

高知県と愛媛県の四万十川

のそれぞれの上流域にまと

まって分布している．

　次の海成中位段丘を形成
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した古土佐湾（古豊後水道．　図11.古土佐湾海進（後期更新世の海成中位段丘形成，約14万年前）以後の

古紀伊水道）海進時の古地　　　　海水準変動史゜
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　　　　　　理を図13に示す。これらは紙数の制限のために，

　　　　　　高知県においでの場合にしぼって述べる／

?＿_。ブ?o　土佐尚側ら画仙県では，中期友生新世め高位段丘

　　　図12.四国周辺の前期更新世の古地理図.

　Lacustorine Ａ.＝湖沼Marine Area (斜線)＝海

域　白の部分＝陸域

　注意：この図は概念的に表しており，北・南四国

では湖沼域は広大であるが，愛媛県南部では山間小

盆地に分断されているのが特徴．

？

図13.古土佐湾海進／古豊後水道海進時（約14万年

　　　前）の古地理図．

　破線は当時の海水準．注意：この海進時には，愛

媛県三崎半島から松山市付近まで海成層があるが，

それより北方には海成層はない．一方，徳島県では

阿南市付近まで海成層がみられるが，それより北方

には海成層はない．ただし，瀬戸内海の瀬戸大橋下

には大槌層があるが，瀬戸内海の陸上部には海成層

はない．他方，海成の中位段丘構成層は，淡路島西

部から兵庫県の西八木層・伊丹層，大阪市の上町層

などがある．

形成時代には，古土佐川（古仁淀川と後述の古物

部川とが合流した巨大河川）は西方から現在の高

知市を通過jして東流して，高位段丘の城山層及び

中位段丘の能茶山層を堆積させ，そして，一方で

は旧地形を侵食して現在の高知市の半盆地地形を

形成七つつ，古物部川と現在の南国市の後川付近

で合流していたと考えられる．他方，古物部川は

後期鮮新世ないし前期更新世から，久保沼井層98）

を堆積させた前後から現在まで営々と存在してい

て，現在の土佐湾に流出しているのである．つま

り，古土佐川は古仁淀川と古物部川とが合流した

巨大河川であって，現在の南国市の後川付近で，

古土佐湾に流出していたのである．この古物部川

を含む古土佐川が，植物のキク属などの分布のバ

リアとなっていて，東のシオギク・西のノジギク

のように，東西において種の分布の相違となって

いるのである．それ故，これを物部川バリアと定

義したものである．つまり．簡単に言えば，高知

県の中央部プ東部では，現在の仁淀川は中位・高

位段丘が形成される頃には東流しており，物部川

はほこぼ現在の位置を流れていたのである．

　一二方，これに対して，高知県西南部の四万十川

についでは，以前は西から東方に流れていたのが，

古土佐湾海進の中位段丘形成後に極めて大きな変

化を受けて，流路を現在のように東から西流した

のである．また，中村・宿毛両市の間の中筋川は，

約30m海水準が高かった古土佐湾海進の海成中位

段丘形成時Iには，古中筋チャンネル（海峡）があっ

て，両市は海でつながっていたのである.犬そして，

足摺方面には広大な海成中位段丘を形成七ていた

が，東部の室戸半島側では上昇的な傾向のために，

局地的に分断された海成中位段丘を構成している

叶木層・元層・羽根層・生見層などが点在してい

るに過ぎないのである．

　ついで，最終ダ(ウルム))氷期の最盛期, 1.9万年前頃の最大海退時の古地理を図14に示すトこの

ように，最大規模の海退か起こって土佐湾陸棚平坦面が形成されたが，東部の室戸側では狭く，西

部の足摺側ではその約３倍もある広さを示し，西部では正常である)が，東部では上昇的であること

を示している．つまり，低位段丘面形成の頃には↓海水準が約一140 mも低下するような氷河期で

寒かったので，陸域が拡大していたことが分かる．
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　なお，環境の変動には，氷河制海水準

変動の他に，エパイロジェニシス

Epirogenesisと呼ばれる，地盤の緩慢

な上下運動がある．更に，地震活動によ

る急激な海進（津波）によっても，水陸

分布の変化が劇的に起こることはよく知

られている．

　これらの諸原因によって，陸域では河

川の流露が変化して，これに伴って，地

表水や地下水の自由地下水面が変化し，

従って，侵食・堆積作用が変化して，今

後も変動を続けるのである．それ故，陸

上の第四紀は言うに及ばず，別報の洞穴

や考古学的遺跡，更には／海底などの調

査研究は重要なテーマであることは，今

後も不変であろう．
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図14.後期更新世におけ･る最終（ウルム）氷期の古地理図

　　　破線は当時の最大の海退時での海水準（約一140m）

　なお，高知県下の人類遺跡に関しては，最古のものは南国市奥蓑谷の旧石器時代の約１万５千年

前であり，この結果も間氷期の古土佐湾海進による中位段丘を形成時から，最終（ウルム）氷期の

低位段丘形成時期までの海水準変動による環境変化が大きな原因であることを裏付けている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　と　め

　西南日本に位置する四国全体・淡路島南東部・紀伊半島南部・東海地方の濃尾平野周辺，及び，

北部･冲部・南部九州の各調査地における第四系の調査結果，以下のようなことが明らかになった．

１調査地域における第四系の構成する丘陵地形と段丘地形がみられ，後者は所により４－５段の

平坦面が存在し，沖積面が最も広大である．

２．各地の段丘平坦面については地域によって，高位段丘面は２箇所と１箇所とある．中位段丘面

も２箇所及び１箇所の所とがある．また，低位段丘面も大部分は１つであるが，地域によっては２

段もみられる所もある．

３．丘陵地を構成する諸地層は先段丘の後期鮮新世一前期更新世である．これらは，四国では太平

洋側の芸西層群・鎚陀層群などの浅海成層→海浜成層→扇状地成層に代表される．一方，瀬戸内海

側では三豊層群・郡中層などの淡水成層や湖成層に代表される．他方，西四国の愛媛県中予・南予

では山間小盆地の湖成層・河川成層に代表される．なお，場所によっては，南四国の櫨山層や舟場

層や北四国の焼尾峠層などの最高位段丘面を構成する地層がみられる．

４．各地の各段丘面を構成する諸地層は，中期更新世の高位段丘面の構成層，及び，後期更新世は

中位段丘と低位段丘を構成する諸地層である．し

　高位段丘面は全般的に狭く，その構成層は赤褐色のクサリ棟を主体とする砂裸層であるトまた，

中位段丘面構成層は南四国の室戸半島・足摺半島付近では海成層であり，北四国の愛媛県中子・南

予の海岸線付近でも海成層であり，これらを「古土佐湾海進」・「古豊後水道海進」・「古紀伊水道海

進」と呼称したが，これらは主として，粗→細→粗のような海進→海退の堆積サイクルがみられる．

一方，他地域では河川・池や沼に堆積した地層であり，含有花粉化石は「とも棲み」現象がみられ

る．低位段丘を構成する諸地層は，河川成・扇状地成の新鮮な雑色の牒層からなり，寒冷な植物化
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石・花粉化石などを含む．　　　　　　　　　　　　　　：　　　　∧

５．完新世は主として沖積平野を構成する沖積層であるが，二部は沖積段丘を形成している所もみ

られる．これら沖積層でも粗→細→粗の海進→海退の堆積サイダルがみられる．

６．これらの諸地層を四国全体・淡路島・紀伊半島・濃尾平野レ及び，九州のそれらと対比した．

７．各調査地域の第四紀における古環境の復元を行ない，ネオテクトニックスや海水準変動の考察

を行った．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　以上が筆者の退官までの約40年間にわたる総括であるが，今後とも四国各地域などにおける第四

系に関する更なる研究が必要であり，後進諸賢に多いに期待したい．
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